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歯周病講演会 歯周組織再生法の現状と最前線 歯周組織再生法の現状と最前線 

GTR法とEMD法を徹底解説 GTR法とEMD法を徹底解説 GTR法とEMD法を徹底解説 

八
月
十
日
（
日
）、
金
沢
都

ホ
テ
ル
を
会
場
に
、
新
潟
大
学

医
歯
学
総
合
研
究
科
口
腔
生
命

科
学
専
攻
准
教
授
、
歯
周
診

断
・
再
建
学
分
野
、
奥
田
一
博

先
生
を
お
迎
え
し
、『
歯
周
組

織
再
生
法
の
現
状
と
最
前
線
』

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し

た
。今

春
、
診
療
報
酬
改
定
で
歯

周
組
織
再
生
誘
導
手
術
（
い
わ

ゆ
る
Ｇ
Ｔ
Ｒ
法
）
が
導
入
さ

れ
、
改
め
て
注
目
を
浴
び
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
今
回
の
講
演

は
、
歯
周
治
療
に
お
け
る
再
生

療
法
の
変
遷
と
近
未
来
に
実
用

化
が
可
能
な
治
療
法
に
関
す
る

研
究
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め

た
、
す
ば
ら
し
い
講
演
だ
っ

た
。
盛
夏
の
中
、
七
十
人
の
歯

科
医
師
が
会
場
を
訪
れ
、
外
気

温
に
負
け
ず
会
場
は
熱
気
に
包

ま
れ
た
。

初
め
に
、
Ｇ
Ｔ
Ｒ
法
の
説
明

と
症
例
提
示
が
さ
れ
た
。
歯
周

疾
患
の
進
行
で
歯
肉
付
着
の
喪

失
と
な
っ
た
場
合
、
新
付
着
を

期
待
し
て
行
わ
れ
る
Ｇ
Ｔ
Ｒ
法

は
三
壁
性
ま
で
の
骨
欠
損
、
角

化
歯
肉
の
存
在
、
歯
肉
退
縮
が

一
ミ
リ
以
内
で
あ
る
こ
と
な
ど

の
適
応
の
制
限
や
、
ス
ペ
ー
ス

を
う
ま
く
確
保
し
て
、
メ
ン
ブ

レ
ン
を
置
く
術
式
の
難
し
さ
が

あ
り
、
メ
ン
ブ
レ
ン
の
露
出
を

来
し
や
す
い
な
ど
欠
点
が
多

い
。
あ
る
程
度
の
成
果
は
上
が

っ
て
い
る
が
、
適
応
の
限
界
や

問
題
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

Ｇ
Ｔ
Ｒ
法
に
よ
る
再
生
は
、
セ

メ
ン
ト
質
と
結
合
組
織
と
の
付

着
で
あ
り
、
骨
の
再
生
ま
で
は

難
し
い
と
の
見
解
で
あ
っ
た
。

次
に
、
エ
ム
ド
ゲ
イ
ン
法

（
Ｅ
Ｍ
Ｄ
法
）
の
紹
介
が
さ
れ

た
。
メ
ー
カ
ー
に
よ
れ
ば
、
エ

ム
ド
ゲ
イ
ン
と
は
ゲ
ル
状
の
エ

ナ
メ
ル
た
ん
ぱ
く
質
で
、
露
出

し
た
象
牙
質
に
塗
布
す
れ
ば
無

細
胞
セ
メ
ン
ト
質
を
再
生
す
る

と
い
う
理
論
の
材
料
で
あ
り
、

Ｐ
Ｈ
７
の
環
境
下
に
置
か
れ
る

と
不
溶
性
の
性
質
に
な
り
安
定

す
る
。
メ
ー
カ
ー
発
表
で
は
約

八
割
が
成
功
す
る
と
い
う
触
れ

込
み
で
あ
る
。
エ
ム
ド
ゲ
イ
ン

法
で
は
特
に
歯
根
膜
と
骨
に
有

利
に
働
き
、
歯
肉
の
上
皮
増
殖

を
抑
制
し
、
歯
周
組
織
の
再
生

に
有
利
に
働
く
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、
奥
田
先
生
ら
の

研
究
で
は
、
エ
ム
ド
ゲ
イ
ン
は

歯
牙
発
生
学
で
言
わ
れ
る
よ
う

な
ア
メ
ロ
ジ
ェ
ニ
ン
で
は
な

く
、
増
殖
因
子
（
Ｔ
Ｇ
Ｆ
│

β
）
で
あ
る
と
の
結
論
が
さ
れ

た
。
ま
た
、
歯
周
組
織
細
胞
の

種
類
に
よ
り
増
強
ま
た
は
抑
制

的
に
、
選
択
的
に
作
用
す
る
特

徴
が
あ
り
、
特
に
上
皮
細
胞
の

増
殖
を
抑
制
す
る
作
用
が
臨
床

上
有
効
に
働
く
の
で
は
な
い
か

と
お
話
し
さ
れ
た
。

新
潟
大
学
の
臨
床
結
果
で

は
、
ポ
ケ
ッ
ト
の
減
少
成
果
、

歯
肉
付
着
も
Ｇ
Ｔ
Ｒ
法
よ
り
結

果
が
よ
く
、
浸
出
液
が
少
な
い

た
め
、
歯
肉
の
治
り
が
い
い
と

の
提
示
が
さ
れ
た
。
実
際
の
術

式
で
は
Ｇ
Ｔ
Ｒ
法
で
使
用
す
る

よ
う
な
メ
ン
ブ
レ
ン
は
不
要
で

あ
り
、
施
術
が
難
し
く
熟
練
度

が
必
要
な
Ｇ
Ｔ
Ｒ
法
よ
り
も
優

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

最
後
に
「
細
胞
医
療
」
と
言

う
べ
き
「
骨
膜
培
養
シ
ー
ト

法
」
が
紹
介
さ
れ
た
。
患
者
さ

ん
自
身
の
骨
膜
（
自
家
細
胞
）

を
少
量
採
取
し
、
あ
る
環
境
下

で
約
六
十
日
培
養
し
た
培
養
骨

膜
を
使
用
し
て
再
生
誘
導
を
行

う
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
術

式
は
、
細
胞
増
生
の
足
場
と
し

て
ハ
イ
ド
ロ
キ
シ
ア
パ
タ
イ
ト

顆
粒
（
Ｈ
Ａ
）
と
多
血
小
板
血

漿
（
Ｐ
Ｒ
Ｐ
）
を
混
和
し
、
骨

欠
損
部
に
充
填
、
そ
の
上
か
ら

培
養
骨
膜
で
覆
う
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
Ｐ
Ｒ
Ｐ
は
、
そ
れ
単

体
で
も
骨
再
生
能
力
が
あ
り
、

上
皮
細
胞
の
増
殖
が
抑
制
さ
れ

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
新
潟

大
学
で
の
試
験
結
果
で
は
Ｈ
Ａ

＋
Ｐ
Ｒ
Ｐ
二
者
だ
け
の
も
の
よ

り
も
、
培
養
骨
膜
＋
Ｈ
Ａ
＋
Ｐ

Ｒ
Ｐ
三
者
の
も
の
が
断
然
成
果

が
よ
く
、
ポ
ケ
ッ
ト
減
少
・
ア

タ
ッ
チ
メ
ン
ト
ロ
ス
改
善
・
骨

の
増
生
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は

培
養
骨
膜
か
ら
放
出
さ
れ
る

「
増
殖
因
子
」
が
良
好
に
働
い

た
結
果
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
解

が
さ
れ
た
。

こ
の
研
究
を
行
っ
て
成
果
を

挙
げ
て
い
る
の
は
、
日
本
国
内

で
は
奥
田
先
生
し
か
お
ら
れ
な

い
が
、
こ
の
貴
重
な
研
究
成
果

を
基
礎
研
究
か
ら
実
際
の
臨
床

成
果
ま
で
、
ス
ラ
イ
ド
で
分
か

り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
い

た
の
は
大
き
な
成
果
で
あ
っ

た
。現

在
、
新
潟
大
学
で
は
骨
膜

の
培
養
は
本
格
的
な
無
菌
室
で

行
わ
れ
て
い
る
が
、
診
療
室
で

使
用
可
能
な
簡
易
培
養
キ
ッ
ト

を
開
発
中
で
あ
り
、
近
い
将
来

製
品
化
さ
れ
、
数
年
後
に
は
骨

膜
培
養
が
現
実
の
も
の
に
な
る

よ
う
に
努
力
中
と
い
う
お
言
葉

で
、
本
講
演
を
締
め
く
く
ら
れ

た
。

社会保障セミナー続編 

第1シリーズ 医療過誤と人権 
―患者の人権と医師の人権―〈第1回目〉 

とき 10月9日（木） 午後7時～9時 
ところ 金沢都ホテル 5階「兼六の間」 
●パネリスト 

●内　容 

井上　英夫 金沢大学大学院人間社会環境研究科、 金沢大学地域創造学類 教授 

斉藤　典才 石川県保険医協会理事 

パネリストの斉藤理事には勤務医の立場から勤務医の現況や
医療事故調査委員会について、井上教授からは患者の人権と医
師の人権について語っていただく。具体的な医療過誤事件も取り
上げながら、ご参加いただく会員との活発な議論を期待している。 

●参加対象 
医師、歯科医師（会員） 

●申し込み 
事前申し込みが必要です。詳しくは案内チラシをごらんください。 

●参加費 
無料 

先
日
、「
西
濃
運

輸
健
保
組
合
の
解

散
、
政
管
健
保
へ
の

移
行
」
と
い
う
ニ
ュ

ー
ス
を
目
に
し
た
。

会
社
の
倒
産
以
外
の

理
由
で
加
入
者
数
五
万
人
を
は

る
か
に
超
え
る
大
き
な
健
保
組

合
が
解
散
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
今
ま
で
聞
い
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
、
か
な
り
の
驚
き

で
あ
っ
た
▼
報
道
に
よ
る
と
高

齢
者
医
療
制
度
へ
の
拠
出
金
が

多
額
と
な
り
、
健
保
組
合
を
維

持
す
る
に
は
、
政
府
管
掌
保
険

の
八
・
二
%
を
大
き
く
超
え
る

保
険
料
率
と
な
っ
て
し
ま
う
、

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
健
保
組

合
は
労
使
折
半
の
保
険
料
で
運

営
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
経
営
側
と
し
て
は
リ
ス
ト

ラ
の
一
環
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
ま
た
、
労
働
側
と
し
て
も

賃
金
の
伸
び
悩
み
、
物
価
上
昇

の
中
で
、
こ
れ
以
上
の
保
険
料

負
担
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
れ
ば
、
両
者
の
利

害
が
一
致
し
て
の
解
散
と
い
う

構
図
に
な
る
。
こ
う
考
え
る

と
、
今
後
、
運
輸
業
以
外
で
も

同
じ
こ
と
が
起
き
う
る
と
考
え

ね
ば
な
ら
な
い
▼
高
齢
者
医
療

制
度
は
、
国
庫
負
担
を
減
ら
す

目
的
で
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

続
け
ば
、
逆
に
国
庫
負
担
の
増

額
が
不
可
避
と
な
り
、
ま
っ
た

く
皮
肉
な
結
果
と
な
っ
て
い
る

▼
も
ち
ろ
ん
他
人
事
で
は
な

い
。
公
的
医
療
保
険
制
度
そ
の

も
の
が
、
立
ち
い
か
な
く
な
る

「
終
わ
り
の
始
ま
り
」
を
み
て

い
る
と
い
う
危
惧
を
ぬ
ぐ
い
去

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
も
う
、

小
手
先
の
制
度
変
更
で
は
、
ど

う
に
も
な
ら
な
い
と
こ
ろ
ま
で

来
て
い
る
の
で
あ
る
。

講師の奥田一博氏

予定を上回る70人が参加した歯周病講習会
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在宅医療における 
　　診療報酬の不備も指摘 

理事　三宅　靖（金沢市・内科） 
 

よろず勉強会 第2回 

当
協
会
学
術
・
保
険
部
主
催

の
「
何
で
も
学
術
・
よ
ろ
ず
勉

強
会
」
が
、
暑
さ
も
厳
し
い
七

月
二
十
四
日
、
金
沢
都
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
、
九
人
の
会
員
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

本
会
は
、
日
常
業
務
の
中
で

ち
ょ
っ
と
疑
問
に
思
う
こ
と
、

ほ
か
の
先
生
方
が
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
る
の
か
聞
い
て
み

た
い
こ
と
、
あ
る
い
は
、
今
さ

ら
聞
き
に
く
い
こ
と
な
ど
を
気

軽
に
話
し
合
う
場
を
持
つ
と
い

う
小
川
学
術
・
保
険
部
長
の
発

案
で
始
ま
っ
た
も
の
で
、
五
月

に
続
い
て
二
回
目
に
な
り
ま
し

た
。今

回
の
テ
ー
マ
は
、
在
宅
医

療
の
点
数
算
定
と
特
定
健
診
の

実
際
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、

予
定
し
た
時
間
の
ほ
と
ん
ど
を

在
宅
医
療
関
連
の
話
題
に
費
や

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
に
在
宅
医
療
に
興
味
を
持

ち
、
ま
た
実
践
経
験
も
あ
る
参

加
者
が
多
く
、
と
て
も
熱
心
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

一
口
に
在
宅
医
療
と
い
っ
て

も
、
自
宅
だ
け
で
な
く
各
種
居

住
係
施
設
へ
赴
い
て
医
療
提
供

を
す
る
場
合
も
大
変
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
家
族
を
含
め
た
介

護
者
と
の
協
力
体
制
、
新
し
い

施
設
へ
入
居
す
る
際
に
医
療
の

継
続
性
を
保
つ
こ
と
の
困
難

さ
、
緊
急
時
の
対
応
、
病
診
連

携
な
ど
話
題
が
次
々
と
噴
出

し
、
議
論
の
途
切
れ
る
こ
と

は
、
ま
っ
た
く
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
話
の
中
で
診
療
報
酬

上
の
不
備
も
改
め
て
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。
一
人
の
在
宅
患
者
さ

ん
を
複
数
医
師
が
診
る
必
要
が

あ
る
場
合
の
診
療
報
酬
上
の
評

価
が
、
ま
っ
た
く
と
言
っ
て
い

い
ほ
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
、
あ
る
い
は
在
宅
人
工
呼
吸

器
は
大
変
な
労
力
と
コ
ス
ト
を

必
要
と
す
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
あ
ま
り
に
低
い
点
数
に
な

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
今
後
の

厚
労
省
交
渉
で
も
取
り
上
げ
て

い
く
べ
き
問
題
と
考
え
ら
れ
ま

し
た
。

特
定
健
診
に
関
し
て
は
、
あ

ま
り
十
分
に
議
論
す
る
時
間
が

と
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
保
険

者
に
と
っ
て
対
応
が
異
な
る
な

ど
の
制
度
の
煩
雑
さ
に
戸
惑
う

現
場
の
姿
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

今
後
も
隔
月
程
度
で
、
で
き

る
限
り
現
在
進
行
形
の
問
題
を

取
り
上
げ
、
次
の
日
か
ら
役
立

つ
情
報
を
交
換
す
る
場
と
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
、
医
療
機
関
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
の
話
題
な
ど
も
話
し

合
う
予
定
で
す
。
肩
の
凝
ら
な

い
会
で
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
九
面
に
関
連
記
事
】

11月22日 土 

活動交流のため展示コーナーを設けます。 

●参加費
□医師・歯科医師・医学者＝ 5,000 円　□医療関係者＝ 2,000 円　□医学生＝ 1,000 円　　□一般の方＝ 堤未果講演会のみ 500 円　特別講演・市民公開シンポジウムは無料 

参加申し込み・お問い合わせは、核戦争を防止する石川医師の会（石川県保険医協会内）まで TEL：076-222-5373  FAX：076-231-5156

会期：11月22日（土）・23日（日）　会場：石川県立生涯学習センター 

核戦争に反対し、核兵器廃絶を求める 
医師・医学者のつどい in 金沢 

●13:30～ 市民公開講演 

「平和な世界をめざして 
  ─市民ができること」
○堤  未果（著作家・ジャーナリスト）

●10:00～ 市民公開シンポジウム

「核兵器廃絶をめざして 
  ─私たちができること」 
○梅林  宏道 
（NPO法人ピースデポ特別顧問）

○鎌仲  ひとみ 
（映像作家）

○西本  多美子 
（石川県原爆被災者友の会事務局長）

○金森  俊朗 
（いしかわ県民教育文化センター所長） 
 

●15:30～ 特別講演 

「医師として 
  原爆症認定集団訴訟を支援してきて」 
○郷地  秀夫（核戦争を防止する兵庫県医師の会　運営委員）

●17:00～ 全体会

11月23日 日 堤未果さんの
プロフィール
ニューヨーク市立大学国際
関係論学科修士号取得。国
連婦人開発基金（UNIFEM）、
アムネスティインターナショナ
ル・ＮＹ支局員を経て、米国
野村證券に勤務中、9．11同
時多発テロに遭遇。以後、ジ
ャーナリストとして活躍。
最新著書『ルポ・貧困大国
アメリカ』（岩波新書、2008年）
は、米国の極端な民営化政
策の果ての貧困問題を取り
上げ、日本の格差社会に鋭く
警鐘を鳴らす今話題の図書。

第19回 

＜会長談話＞
2008 年８月 22 日 

福島県立大野病院産婦人科事件の判決を受けて 

石川県保険医協会

会長　　西田直巳 

８月 20 日、ついに大野病院産婦人科事件の判決が下りた。周知のごと

く、癒着性前置胎盤という極めてまれな症例で起こった不幸な事件である。

多くの医療関係者の悲鳴にも似た憤りを集めたこの事件の判決が、産婦

人科医師の無罪で結ばれたことは、素直に喜びたい。

しかし、この事件を振り返るとき、失われたものの多さに慄然とせざる

を得ない。地域産科医療の崩壊、誠実で有能な医師への言われ無き攻撃、失

われた膨大な時間と費用、さらには、拭い難き医療者と患者間の相互不信。

この裁判で得られたものは、一体何だったのだろうか。

今、多くの医療者はこう言う。

「最善の医療を行っていても、予想外の結果は常に起こりうる」

「妊娠分娩という行為そのものが、決して 100% 安全なものではない」

その指摘は、すべて正しい。それでもなお、一人の命が失われ、残され

た家族の傷が今なお癒されていないという現実に、われわれすべての医師

が、きちんと向き合うべきだとあえて言いたい。

家族を非難することは、何の解決にもならない。医療は、医療者と患者

との相互の理解がなければ、決して成り立たないものだ。警察・検察の行

為は論外としても、そこへたどり着くしかなかった状況の検証こそ、急務

だろう。

最悪の結果に遭遇した医師に、十分なインフォームド・コンセントを要

求すること自体、非現実的な話である。ならばこそ、患者と病院の間を埋

める人材、システムの構築こそが必要不可欠である。

今、中立的な医療安全調査委員会の検討が、急ピッチで進められてい

る。いまだ完全体にはほど遠い内容という指摘も多いが、この制度が新た

な展開を見せることを期待して止まない。

さらには、健康被害を受けた患者・家族を物心両面でサポートするシス

テム、無過失補償制度の整備なども必要と考える。

今回の不幸な事件を教訓として、医療者と患者が共同して新たな医療体

制を生み出すことが、失われた命に報いる唯一の方法であるに違いない。

大野病院産婦人科事件で無罪判決 大野病院産婦人科事件で無罪判決 
～当協会から会長談話を発表～ 

人数は少なくても、中身の濃い懇談会
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副
会
長
　
平
田
　
米
里
（
野
々
市
町
・
歯
科
）
 

歯
周
病
と
糖
尿
病
の
関
係
や
 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
有
用
性
な
ど
 

歯
周
病
と
糖
尿
病
の
関
係
や
 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
有
用
性
な
ど
 

歯
周
病
と
糖
尿
病
の
関
係
や
 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
有
用
性
な
ど
 

保
団
連
研
究
部
会
 

七
月
十
九
日
（
土
）
午
後
六

時
か
ら
、
東
京
新
宿
に
あ
る
保

団
連
会
議
室
で
開
か
れ
た
保
団

連
研
究
部
会
に
出
席
し
た
。
以

下
、
報
告
。

①
歯
周
病
と
糖
尿
病
の
臨
床
疫

学
研
究
に
つ
い
て
。

青
森
協
会
の
研
究
計
画
書

と
、
石
川
協
会
の
計
画
を
基

に
、
保
団
連
研
究
部
会
と
し
て

研
究
の
デ
ザ
イ
ン
や
財
政
的
支

援
な
ど
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
整
備
す
る
よ
う
お
願
い
し

た
。
研
究
の
目
的
に
沿
っ
た
調

査
項
目
の
設
定
に
は
、
最
初
か

ら
外
部
の
統
計
専
門
家
の
協
力

が
必
要
な
こ
と
が
多
く
、
そ
の

場
合
は
、
研
究
の
企
画
段
階
か

ら
外
部
協
力
者
に
対
す
る
費
用

が
発
生
す
る
の
で
、
ハ
ー
ド
ル

が
高
く
な
る
現
状
を
知
っ
て
欲

し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
斉
藤
部

長
か
ら
は
「
実
績
の
積
み
重
ね

の
中
で
次
第
に
整
備
さ
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
」
と
の
、
や

や
消
極
的
返
事
を
い
た
だ
く
に

と
ど
ま
っ
た
が
、
重
要
性
や
運

動
方
向
の
正
し
さ
は
、
事
務
局

も
含
め
、
部
会
関
係
者
に
周
知

す
る
こ
と
は
で
き
た
と
思
う
。

研
究
の
デ
ザ
イ
ン
・
分
析
に

関
し
て
は
、
部
と
し
て
正
式
な

窓
口
を
設
置
す
る
余
裕
は
な
い

が
、
数
人
の
先
生
か
ら
個
人
的

に
応
じ
て
い
た
だ
け
る
と
の
確

約
を
得
た
。

②
部
会
に
お
け
る
議
題
の
中
心

の
一
つ
は
、
医
科
の
微
量
採
血

用
穿
刺
器
具
に
関
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

石
川
協
会
や
富
山
協
会
の
代

議
委
員
会
で
の
発
言
を
受
け

て
、
検
討
が
加
え
ら
れ
た
。

歯
科
に
関
し
て
も
、
緊
急
提

案
と
し
て
石
川
協
会
か
ら
「
歯

科
の
院
内
感
染
対
策
に
か
か
わ

る
保
団
連
へ
の
提
案
」
お
よ
び

「
全
国
調
査
の
ア
ン
ケ
ー
ト
案
」

が
議
題
と
し
て
報
告
さ
れ
た
。

取
り
扱
い
に
は
慎
重
を
期
す
必

要
が
あ
る
が
、
重
要
な
問
題
ゆ

え
、
保
団
連
歯
科
理
事
会
に
再

提
案
す
る
と
の
返
事
を
い
た
だ

い
た
。

③
も
う
一
つ
の
重
要
議
題
は
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
安
全

性
や
有
効
性
に
関
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
中
で
も
良

い
も
の
が
あ
る
こ
と
は
確
か
だ

ろ
う
が
、
疑
問
視
せ
ざ
る
を
得

な
い
も
の
も
あ
る
。
個
別
の
薬

品
名
に
つ
い
て
研
究
し
た
膨
大

な
内
部
資
料
（
丸
秘
？
）
な
ど

が
提
出
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の

研
究
自
体
の
信
憑
性
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
量

が
多
す
ぎ
て
部
会
の
手
に
余

る
。
本
来
は
厚
生
省
が
そ
の
役

を
担
う
べ
き
だ
が
、
四
、五
年

前
か
ら
指
摘
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
何
の
進
展
も
な
い

こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
部
会
と

し
て
は
、
次
回
ま
で
に
有
志
に

そ
の
難
題
検
討
を
お
願
い
し
、

少
し
で
も
前
進
す
る
こ
と
を
目

標
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

副
会
長
　
平
田
　
米
里
（
野
々
市
町
・
歯
科
）
 

全
国
か
ら
多
彩
な
学
術
研
究
の
紹
介
が
 

ビ
ス
ホ
ス
ホ
ネ
ー
ト
の
特
別
講
演
も
 

ビ
ス
ホ
ス
ホ
ネ
ー
ト
の
特
別
講
演
も
 

全
国
か
ら
多
彩
な
学
術
研
究
の
紹
介
が
 

保
団
連
研
究
担
当
者
会
議
 

七
月
二
十
日
（
日
）、
東
京

あ
い
お
い
損
保
新
宿
ビ
ル
の
会

議
室
に
て
、
保
団
連
研
究
担
当

者
会
議
が
開
催
さ
れ
出
席
し

た
。午

前
の
特
別
講
演
は
、
大
阪

大
学
歯
学
部
長
の
米
田
俊
之
氏

に
よ
る
「
ビ
ス
ホ
ス
ホ
ネ
ー
ト

の
有
用
性
と
顎
骨
壊
死
」
に
つ

い
て
。

ビ
ス
ホ
ス
ホ
ネ
ー
ト
（
Ｂ

Ｐ
）
は
、
骨
粗
鬆
症
の
治
療
薬

な
ど
幅
広
く
使
わ
れ
て
い
る

が
、
ピ
ロ
リ
ン
酸
類
似
の
安
定

し
た
化
学
構
造
を
有
し
、
す
べ

て
の
骨
に
蓄
積
す
る
。

ま
た
、
骨
芽
細
胞
に
は
吸
収

さ
れ
ず
、
破
骨
細
胞
に
の
み
選

択
的
に
吸
収
さ
れ
る
性
質
を
有

す
る
。
ハ
イ
ド
ロ
キ
シ
ア
パ
タ

イ
ト
が
多
い
皮
質
骨
に
破
骨
細

胞
が
多
い
ゆ
え
、
Ｂ
Ｐ
も
皮
質

骨
に
多
く
沈
着
す
る
。

Ｂ
Ｐ
に
は
破
骨
細
胞
を
ア
ポ

ト
ー
ジ
ス
に
至
ら
し
め
る
副
作

用
が
あ
る
た
め
、
皮
質
骨
の
多

い
下
顎
骨
に
壊
死
を
引
き
起
こ

し
や
す
い
。
し
か
し
、
他
の
骨

に
は
壊
死
が
生
じ
な
い
こ
と
か

ら
、
実
際
に
壊
死
を
引
き
起
こ

す
に
至
る
に
は
、
口
腔
内
の
細

菌
の
関
与
が
大
き
い
と
考
え
ら

れ
る
。
抜
歯
の
際
に
は
、
事
前

の
口
腔
清
掃
と
抗
菌
剤
の
投
与

が
予
防
に
重
要
で
あ
り
、
効
果

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
理
論
的
に
は
、
Ｂ
Ｐ

を
三
カ
月
中
止
し
て
か
ら
抜
歯

し
、
再
投
与
に
は
二
カ
月
後
が

良
い
と
考
え
ら
れ
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
注
射
に
よ
る
場
合

は
発
生
率
が
高
い
が
、
経
口
投

与
の
場
合
は
十
万
人
に
一
人
く

ら
い
の
発
生
率
と
の
こ
と
だ

が
、
周
知
は
必
要
で
あ
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
し
、
医
科

歯
科
の
連
携
は
必
須
で
あ
る
と

締
め
く
く
っ
た
。

午
後
は
、
各
協
会
か
ら
の
学

術
研
究
の
報
告
が
あ
っ
た
。
兵

庫
協
会
の
薬
剤
部
の
報
告
「
医

科
・
歯
科
・
薬
科
一
体
の
研
究

会
活
動
」
が
目
を
引
い
た
。
ま

た
、
歯
科
の
観
血
処
置
の
際
、

抗
凝
固
剤
投
与
を
中
止
し
な
い

施
術
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
り

つ
つ
あ
る
と
の
講
演
会
が
好
評

を
得
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。

愛
知
協
会
・
歯
科
学
術
委
員

会
の
報
告
で
は
、
長
崎
協
会
の

『
病
気
を
持
っ
た
患
者
の
歯
科

治
療
』
や
石
川
協
会
の
『
歯
科

に
必
要
な
最
新
医
科
情
報
』
を

テ
キ
ス
ト
に
採
用
し
な
が
ら
、

年
々
、
徐
々
に
隣
接
医
学
講
演

会
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
た

報
告
が
印
象
的
だ
っ
た
。

石
川
か
ら
は
、「
歯
周
病
と

糖
尿
病
の
研
究
」
に
関
す
る
企

画
に
つ
い
て
報
告
し
、
全
国
各

地
で
一
斉
蜂
起
し
よ
う
と
吠
え

て
き
た
。

第23回保団連医療研究集会
主催：全国保険医団体連合会　主務：宮城県保険医協会

分科会・ 
ポスターセッション 
分科会・ 

ポスターセッション 

●開催日時 
2008年10月 11日（土） 15：00～21：00 
 12日（日）  9：00～16：00 
●会　　場 
仙台国際センター

メインテーマ

詳しくは保険医協会まで　TEL０７６（２２２）５３７３

生命―その重さと尊さ 
生命―その喜びと希望 

いのち

いのち

日
本
の
医
師
不
足

は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
各
国
と

の
比
較
の
中
で
絶
対
的

不
足
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
が
、
こ

れ
は
国
が
進
め
て
き
た

医
療
費
抑
制
政
策
の
た
め
で
あ
る
。

ま
た
、「
病
院
勤
務
医
の
逃
散

（
立
ち
去
り
型
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
）」
を

促
し
て
き
た
の
は
、
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
、
訴
訟
の
問
題
や
、
過
酷
な
勤

務
形
態
な
ど
、
原
因
は
多
岐
に
わ
た

る
。現

在
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す

る
べ
く
、
各
方
面
の
動
き
が
活
発
化

し
て
い
る
。
と
く
に
医
療
事
故
（
安

全
）
調
査
に
関
す
る
厚
労
省
の
「
第

三
次
試
案
」
に
つ
い
て
は
、
学
会
を

は
じ
め
と
し
た
諸
団
体
や
、
多
く
の

医
師
に
よ
っ
て
活
発
な
議
論
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
過
去
に
こ
れ
ほ
ど
の

真
剣
な
議
論
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

か
。
医
師
は
自
分
た
ち
の
問
題
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
ず
っ
と
無
関
心

を
貫
い
て
き
た
の
が
事
実
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
政
府
は
過
去
の
閣
議

決
定
を
く
つ
が
え
し
、
来
年
度
の
医

学
部
入
学
定
員
数
を
五
百
人
ほ
ど
増

や
す
方
針
を
発
表
し
た
。
そ
の
一
方

で
、
来
年
度
も
社
会
保
障
費
二
千
二

百
億
円
を
削
減
す
る
方
針
が
決
ま
っ

て
い
る
。
国
に
対
し
て
は
、
こ
の
社

会
保
障
費
削
減
政
策
を
撤
廃
さ
せ
、

公
的
医
療
費
の
総
枠
を
拡
大
さ
せ
た

上
で
医
師
数
を
増
や
す
よ
う
要
求
し

て
ゆ
く
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
先
に
挙
げ
た
人
数
の
増

員
だ
け
で
、
本
当
に
日
本
の
医
師
不

足
が
解
決
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
特
に

地
方
で
の
医
師
不
足
は
よ
り
深
刻

で
、
こ
れ
に
対
し
て
は
病
院
の
集
約

化
に
よ
っ
て
事
態
を
収
拾
し
よ
う
と

す
る
動
き
も
あ
る
が
、
地
方
の
住
民

が
医
療
難
民
化
し
て
し
ま
う
可
能
性

が
極
め
て
高
い
。
国
民
は
、
ど
こ
に

住
ん
で
い
て
も
、
一
定
の
医
療
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
保
障
さ
れ
て
い
る
は

ず
で
あ
る
。

病
院
勤
務
医
が
、
地
方
の
公
的
病

院
を
自
ら
進
ん
で
選
択
で
き
る
よ

う
、
魅
力
あ
る
も
の
に
す
る
必
要
が

あ
る
。
学
生
か
ら
研
修
医
に
対
し
て

は
、
地
域
医
療
に
必
要
な
総
合
性
を

身
に
付
け
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
ど
の

よ
う
に
教
育
す
る
べ
き
か
、
ま
た
、

中
堅
以
降
の
勤
務
医
に
関
し
て
は
、

宿
直
明
け
を
休
み
と
す
る
、
研
究
会

な
ど
に
参
加
す
る
機
会
を
保
障
す
る

な
ど
、
改
善
す
べ
き
課
題
が
山
積
し

て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
勤
務
医
だ
け
で
解
決

で
き
る
問
題
で
は
な
く
、
私
た
ち
保

険
医
協
会
の
み
な
ら
ず
、
大
学
や
自

治
体
病
院
、
行
政
、
住
民
を
も
巻
き

込
ん
だ
広
範
な
議
論
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

地
域
医
療
充
実
の
た
め
に
も
 

勤
務
医
の
労
働
環
境
改
善
を
 

増
や
す
だ
け
で
は
解
決
し
な
い 

▲
1
二
桂
成
△
同
玉
▲
1
三
歩
△
同

玉
▲
2
五
桂
△
1
二
玉
▲
3
二
竜
△

同
銀
▲
2
二
金
ま
で
9
手
詰
。 

〈
解
説
〉
▲
1
二
桂
成
は
手
筋
で
△
同

玉
と
取
ら
せ
て
▲
1
三
歩
か
ら
▲
2

五
桂
が
好
手
順
。
7
手
目
▲
3
二
竜

と
金
を
取
る
手
が
う
ま
い
決
め
手
と

な
る
。 

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答 

囲 

解 
答 

碁 
4 イ

 
ロ
 
3
1

5
2

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
1
、
3
と
二
子
に
し
て
か
ら
5
と
下

が
る
の
が
好
手
段
で
白
死
で
す
。
黒
1
で

す
ぐ
に
5
は
白
1
黒
イ
白
ロ
で
白
生
き
。

ま
た
黒
1
で
2
は
白
1
で
白
生
き
で
す
。
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ミ
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講記記 念念念 講講講 演演演

貧
困
大
国
ア
メ
リ
カ
の

現
実
と
変
革
の
流
れ

事
務
局
　
橋
爪
　
真
奈
美 

〜
医
療
、教
育
、戦
争
ま
で『
民
営
化
』〜 

記
念
講
演
は
、
実
際
に
九
・

一
一
テ
ロ
を
体
験
し
た
堤
未
果

氏
を
講
師
に
迎
え
、
そ
の
体
験

を
も
と
に
書
か
れ
た
著
書
『
ル

ポ
貧
困
大
国
ア
メ
リ
カ
』（
岩

波
新
書
二
〇
〇
八
）
の
内
容
を

ベ
ー
ス
と
し
た
お
話
し
で
あ
っ

た
。格

差
・
貧
困
の
対
象
が
拡
大

し
て
い
る
。
従
来
か
ら
存
在
し

て
い
た
「
人
種
・
女
性
・
障
害

を
も
つ
人
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」

か
ら
、「
経
済
格
差
」（
い
わ
ゆ

る
中
流
階
級
層
に
あ
る
人
た
ち

が
病
気
な
ど
を
き
っ
か
け
に
貧

困
層
に
転
落
す
る
事
例
が
増

発
）
へ
。
そ
の
原
因
は
、「
教

育
」「
い
の
ち
」「
暮
ら
し
」
と

い
う
、
国
民
に
責
任
を
負
う
べ

き
政
府
の
主
要
業
務
が
「
民
営

化
」
さ
れ
、
市
場
原
理
主
義
の

流
れ
に
の
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
貧
困
層
に
い

る
人
た
ち
は
、「
人
」
で
は
な

く
、
生
存
権
と
引
き
換
え
に
入

隊
し
、
海
の
向
こ
う
で
戦
争
し

て
く
れ
る
単
な
る
「
商
品
」
で

し
か
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
今
、
少
し
ず
つ
国

民
の
意
識
が
変
わ
っ
て
き
た
。

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
後
遺
症
を
持
っ
た

兵
士
た
ち
、
イ
ラ
ク
に
派
兵
さ

れ
た
息
子
を
持
つ
母
親
た
ち

が
、
真
実
を
訴
え
は
じ
め
て
い

る
。「
敵
は
、
イ
ラ
ク
で
も
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
も
大
企
業
で

も
な
い
、
無
知
と
無
関
心
だ
っ

た
自
分
自
身
で
あ
る
」
と
。
国

民
は
、
憲
法
を
学
び
、
選
挙
投

票
や
不
当
な
税
金
は
支
払
わ
な

い
と
い
う
小
さ
な
運
動
を
積
み

重
ね
て
い
る
。

憲
法
を
と
お
し
て
、
今
の
社

会
を
検
証
す
る
。
情
緒
的
（
怒

り
・
対
立
）
で
は
な
く
、
相
手

（
悪
）
を
評
価
・
育
て
る
と
い

う
賢
い
戦
略
方
法
だ
。

大
切
な
こ
と
は
、
自
分
一
人

の
思
い
で
は
何
も
変
わ
ら
な
い

（
変
え
ら
れ
な
い
）
と
あ
き
ら

め
な
い
こ
と
。
子
ど
も
た
ち
は
、

そ
ん
な
大
人
た
ち
の
姿
勢
を
見

て
絶
望
し
て
し
ま
う
。
あ
き
ら

め
ず
に
種
を
蒔
き
続
け
る
こ
と

は
、
必
ず
希
望
に
つ
な
が
る
で

あ
ろ
う
と
、
力
強
い
こ
と
ば
で

講
演
を
締
め
く
く
ら
れ
た
。

こ
の
堤
未
果
氏
は
、
来
る

十
一
月
二
十
二
日
（
土
）
に
来

沢
さ
れ
る
。「
第
十
九
回
医
師
・

医
学
者
の
つ
ど
い
」
市
民
企
画

実
行
委
員
会
の
主
催
に
て
、
石

川
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
旧
県
庁
）
に
て
午
後
一
時
半

か
ら
講
演
が
行
わ
れ
る
の
で
、

ぜ
ひ
、
参
加
を
お
勧
め
し
た

い
。

日
本
の
医
療
シ
ス
テ
ム
が

な
ぜ
崩
壊
に
瀕
し
て
い
る
の
か
、

ど
う
す
べ
き
か

歯
科
部
員
　
宮
田
　
英
利（
金
沢
市
・
歯
科
） 

講 座 1講 座 1講 座 1
〜
財
源
問
題
、消
費
税
問
題
を
考
え
る
〜 

「
講
座
一
」
は
、
日
本
金
融

財
政
研
究
所
長
・
菊
池
英
博
氏

か
ら
「
日
本
の
医
療
シ
ス
テ
ム

が
な
ぜ
崩
壊
に
瀕
し
て
い
る
の

か
、
ど
う
す
べ
き
か
〜
財
源
問

題
、
消
費
税
問
題
を
考
え
る

〜
」
の
講
演
が
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
最
高
の

コ
ス
ト
を
か
け
て
い
る
が
、
非

効
率
な
市
場
原
理
医
療
と
は
違

い
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
も
認
め
る
最
低
の

コ
ス
ト
で
世
界
一
の
診
療
を
提

供
す
る
日
本
の
医
療
シ
ス
テ
ム

が
現
在
崩
壊
の
危
機
に
瀕
し
て

い
る
。

も
と
も
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の

対
日
年
次
要
望
書
で
出
さ
れ

た
、
混
合
診
療
の
認
可
と
政
府

の
医
療
支
出
の
削
減
要
求
が
そ

の
発
端
の
一
つ
で
あ
る
。
政
府

の
医
療
支
出
を
減
ら
し
、
自
己

負
担
の
増
加
で
外
資
の
日
本
の

民
間
医
療
保
険
参
入
の
チ
ャ
ン

ス
を
与
え
た
い
と
い
う
ア
メ
リ

カ
の
思
惑
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

二
〇
〇
六
年
六
月
の
「
医
療

改
革
法
」
で
政
府
が
保
険
者
と

し
て
の
地
位
を
放
棄
し
（
い
わ

ゆ
る
国
民
皆
保
険
制
度
の
放

棄
）、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
・

政
府
管
掌
保
険
制
度
の
公
法
人

化
に
よ
っ
て
、
そ
の
度
合
い
が

よ
り
加
速
し
つ
つ
あ
り
、
本
格

的
に
は
二
〇
〇
八
年
十
月
に
真

の
医
療
危
機
が
始
ま
る
。
医
療

費
の
増
加
が
財
政
赤
字
の
原
因

で
は
な
く
、
構
造
改
革
の
失
敗

で
税
収
が
激
減
、
そ
の
ツ
ケ
が

医
療
費
圧
縮
に
回
っ
て
い
る
と

い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。

今
後
の
医
療
崩
壊
を
抑
え
る

た
め
に
は
、
先
に
挙
げ
た
「
医

療
制
度
改
革
法
」
を
凍
結
し
、

消
費
税
ア
ッ
プ
で
は
な
い
税
収

を
増
加
さ
せ
る
財
政
政
策
が
必

要
で
あ
り
、
混
合
診
療
を
認
可

し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

日
本
経
済
の
現
状
は
、
あ
ま

り
に
「
小
さ
い
政
府
（
財
政
規

模
が
小
さ
い
）」
で
あ
り
、
緊

縮
財
政
を
強
行
し
た
た
め
に
経

済
が
活
性
化
せ
ず
、
財
政
危
機

を
招
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
当

面
の
医
師
不
足
対
策
に
は
看
護

師
や
職
員
の
増
員
が
望
ま
れ

る
。
日
本
の
医
療
費
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

率
は
八
％
で
あ
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

の
平
均
九
％
よ
り
一
％
（
五
兆

円
）
少
な
い
。
こ
れ
ら
の
資
金

は
金
融
資
産
を
活
用
す
れ
ば
増

税
な
し
で
調
達
可
能
で
あ
る
。

日
本
は
財
政
危
機
で
は
な
い

と
い
う
証
拠
で
あ
る
が
、
財
務

省
が
発
表
し
た
「
国
民
一
人
当

た
り
の
債
務
‖
六
百
六
十
万

円
」
は
「
粗
債
務
」
だ
け
の
話

で
あ
り
、
政
府
が
保
有
し
て
い

る
金
融
資
産
を
考
慮
し
て
い
な

い
。
二
〇
〇
七
年
十
二
月
末
現

在
政
府
の
「
粗
債
務
」
は

八
百
三
十
八
兆
円
、
金
融
資
産

は
推
計
五
百
六
十
兆
円
あ
り
、

差
し
引
い
た
純
債
務
は

二
百
七
十
八
兆
円
に
過
ぎ
な

い
。
こ
れ
は
国
民
一
人
当
た
り

二
百
十
九
万
円
の
「
純
債
務
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は

名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
五
二
％
程
度

で
あ
っ
て
、
ユ
ー
ロ
地
域
並
み

の
債
務
で
あ
り
、
先
進
国
中
で

も
過
剰
な
債
務
と
は
い
え
な

い
。
海
外
諸
国
が
「
日
本
は
財

政
危
機
で
は
な
い
」
と
言
っ
て

い
る
根
拠
は
こ
こ
に
あ
る
が
、

な
ぜ
か
政
府
は
日
本
国
民
に
こ

の
真
実
を
教
え
ず
に
、
国
民
一

人
当
た
り
六
百
六
十
万
円
の
債

務
が
あ
る
と
言
っ
て
不
安
感
を

煽
り
、
意
味
の
な
い
構
造
改
革

を
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
。実

際
、
小
泉
構
造
改
革
以

来
、
日
本
の
経
済
力
は
減
退
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
過

去
、
橋
本
内
閣
が
一
九
九
七
年

に
消
費
税
を
三
％
か
ら
五
％
に

ア
ッ
プ
し
、
社
会
保
障
の
国
民

増
加
、
所
得
税
減
税
廃
止
な
ど

の
緊
縮
財
政
を
し
い
た
と
き
、

ア
メ
リ
カ
の
ゴ
ア
副
大
統
領
が

来
日
し
、「
日
本
は
健
全
な
財

務
体
質
で
あ
る
の
に
緊
縮
財
政

を
取
る
べ
き
で
は
な
い
、
内
需

を
喚
起
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と

の
忠
告
が
あ
っ
た
の
に
、
政
府

は
無
視
し
た
た
め
に
当
時
株
価

の
大
暴
落
を
招
く
な
ど
の
「
平

成
金
融
恐
慌
」
を
招
い
た
。
大

切
な
の
は
緊
縮
財
政
を
し
い
て

経
済
を
減
退
さ
せ
る
の
で
は
な

く
、
積
極
財
政
で
経
済
を
活
性

化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
単
純
に
財
源
と
し
て
考
え

れ
ば
、
現
存
す
る
財
源
で
は
い

わ
ゆ
る
「
埋
蔵
金
」
と
い
わ
れ

る
特
別
会
計
に
内
包
す
る
財
源

や
、
国
民
の
積
立
金
（
社
会
保

障
基
金
・
外
貨
準
備
）、
国
民

の
預
貯
金
な
ど
も
あ
る
。

い
い
例
が
、
ア
メ
リ
カ
の
ク

リ
ン
ト
ン
前
大
統
領
の
政
策
で

あ
る
。
ク
リ
ン
ト
ン
前
大
統
領

が
就
任
し
た
一
九
九
三
年
当
初

は
、
ブ
ッ
シ
ュ
（
父
）
元
大
統

領
の
増
税
政
策
で
経
済
情
勢
が

デ
フ
レ
気
味
で
あ
っ
た
。
ク
リ

ン
ト
ン
前
大
統
領
は
、
当
時
の

ア
メ
リ
カ
が
債
務
国
で
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
財
政
支
出

を
削
減
せ
ず
、
景
気
振
興
策
に

よ
る
税
収
の
増
加
を
目
標
に
し

た
政
策
を
実
施
し
、
経
済
を
活

性
化
し
、
五
年
後
の
一
九
九
八

年
に
財
政
は
黒
字
に
転
換
し
た

と
い
う
い
い
例
が
あ
る
。

一
方
の
日
本
は
、
二
〇
〇
一

年
度
か
ら
の
小
泉
内
閣
が
緊
縮

財
政
政
策
を
と
り
、
投
資
関
係

支
出
・
地
方
交
付
税
交
付
金
・

地
方
補
助
金
・
社
会
保
障
費
の

削
減
に
よ
っ
て
景
気
は
後
退

し
、
税
収
が
激
減
し
、
純
債
務

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
が
悪
化
す
る
な

ど
、「
小
泉
構
造
改
革
」
が
い

か
に
間
違
っ
た
政
策
で
あ
る
か

と
の
指
摘
が
さ
れ
た
。

先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
橋
本

内
閣
の
政
策
が
金
融
恐
慌
を
引

き
起
こ
し
た
が
、
そ
の
後
の
小

渕
内
閣
が
「
財
政
改
革
を
凍

結
」
し
て
公
共
投
資
を
増
や
し

税
収
を
ア
ッ
プ
し
、
一
旦
、
経

済
は
回
復
し
た
。
し
か
し
、
小

泉
内
閣
が
ま
た
「
構
造
改
革
」

の
名
の
下
に
緊
縮
財
政
を
実
施

し
た
た
め
に
、
経
済
を
疲
弊
さ

せ
（
経
済
停
滞
↓
マ
イ
ナ
ス
成

長
↓
税
収
減
少
↓
緊
縮
財
政
↓

投
資
関
連
支
出
停
滞
↓
緊
縮
財

政
継
続
↓
経
済
低
迷
・
税
収

減
・
増
税
・
歳
出
削
減
・
格
差

拡
大
・
・
・
と
い
う
悪
魔
の
縮

小
不
均
衡
）、
ま
た
税
収
の
激

減
を
招
い
た
の
で
あ
る
。

日
本
は
、
構
造
改
革
の
悪
夢

か
ら
覚
め
て
、
公
共
投
資
の
投

資
対
象
を
広
げ
、
医
療
を
は
じ

め
と
す
る
「
社
会
的
共
通
資

本
」
の
形
成
に
尽
力
す
べ
き
で

あ
る
。
大
切
な
の
は
経
済
規
模

の
拡
大
で
あ
り
、
債
務
は
あ
っ

て
も
よ
い
が
、
そ
れ
を
上
回
る

名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長
で
あ
る
と

断
言
さ
れ
た
。

最
後
に
、
医
療
費
の
抑
制
は

ま
っ
た
く
必
要
な
く
、
医
療
費

の
伸
び
に
対
し
て
は
、
経
済
規

模
の
拡
大
に
よ
る
税
収
増
加
で

十
分
可
能
で
あ
り
、
そ
の
た
め

の
消
費
税
ア
ッ
プ
は
ま
っ
た
く

必
要
で
な
い
と
断
言
さ
れ
た
。

世
界
に
冠
た
る
日
本
医
療
の

良
さ
、
崩
壊
に
瀕
し
た
日
本
の

医
療
を
広
く
国
民
に
伝
え
、
国

民
一
人
ひ
と
り
が
社
会
的
行
動

七
月
十
二
・
十
三
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
東
京
・
虎
ノ

門
パ
ス
ト
ラ
ル
に
お
い
て
第
三
十
八
回
保
団
連
夏
季
セ
ミ
ナ

ー
が
開
催
さ
れ
た
。

石
川
協
会
か
ら
は
、
平
田
米
里
副
会
長
、
斉
藤
典
才
理

事
、
宮
田
英
利
歯
科
部
員
、
橋
爪
真
奈
美
事
務
局
員
の
四
人

が
参
加
し
た
。

初
日
の
全
体
会
議
で
は
、
住
江
憲
勇
保
団
連
会
長
の
あ
い

さ
つ
、
副
会
長
の
山
上
紘
志
氏
の
基
調
提
案
（「
医
療
崩
壊

か
ら
医
療
再
生
へ
〜
公
民
的
な
共
同
で
医
療
制
度
の
改
善
運

動
を
〜
」、
そ
し
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
堤
未
果
氏
に
よ

る
記
念
講
演
（「
貧
困
大
国
ア
メ
リ
カ
の
現
実
と
変
革
の
流

れ
〜
医
療
、
教
育
、
戦
争
ま
で
『
民
営
化
』
〜
」）
と
い
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。

基
調
提
案
で
は
、
全
国
に
広
が
る
医
療
崩
壊
、
貧
困
・
格

差
の
拡
大
状
況
、
臨
調
行
革
路
線
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き

た
医
療
構
造
改
革
に
つ
い
て
の
振
り
返
り
な
ど
を
行
っ
た
。

そ
の
上
で
、
日
本
の
医
療
再
生
の
た
め
に
は
、
と
り
わ
け
憲

法
第
九
条
・
二
五
条
を
基
盤
と
し
た
平
和
的
生
存
権
の
確

立
、
社
会
保
障
の
充
実
を
求
め
る
運
動
の
強
化
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。

（
五
面
に
つ
づ
く
）
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を
起
こ
せ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
力

で
政
策
危
機
は
克
服
で
き
る
で

あ
ろ
う
と
結
ば
れ
た
。

二
〇
〇
八
年
医
科
診
療
報
酬

改
定
と
今
後
の
課
題

事
務
局
　
橋
爪
　
真
奈
美 

講 座 2講 座 2講 座 2

（
混
合
診
療
問
題
を
含
む
）

保
団
連
診
療
報
酬
改
善
対
策

委
員
長　

武
田
浩
一
氏
に
よ
る

基
調
提
案
の
あ
と
、
帝
京
大
学

医
学
部
名
誉
教
授　

大
村
昭
人

氏
よ
り
「
医
療
立
国‥

崩
壊
か

ら
再
生
へ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
い
た
だ
い
た
。
大
村
氏
の

講
演
を
中
心
に
報
告
す
る
。

講
演
は
、「
社
会
保
障
は
国

家
の
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
、
経
済

活
性
化
へ
の
鍵
で
あ
る
」
と
い

う
主
張
に
は
じ
ま
っ
た
。
重
層

的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
な

け
れ
ば
、
生
活
・
経
済
活
動
は

萎
縮
し
、
労
働
生
産
性
も
落
ち

て
し
ま
う
。
働
く
意
欲
の
増
進

と
技
術
の
継
承
に
も
影
響
す

る
。
北
欧
、
Ｅ
Ｕ
の
国
々
は
、

社
会
保
障
費
を
強
化
す
る
こ
と

で
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
国
際

競
争
力
を
維
持
し
て
お
り
、
社

会
保
障
費
抑
制
の
見
直
し
は
当

然
の
話
し
で
あ
る
と
強
い
口
調

で
発
言
さ
れ
た
。

ま
た
、
医
師
数
の
不
足
（
欧

米
の
三
分
の
二
、十
万
人
以
上

不
足
）、
医
師
養
成
制
度
が
整

っ
て
い
な
い
こ
と
（
少
な
す
ぎ

る
医
学
部
の
教
育
ス
タ
ッ
フ
、

厚
労
省
・
文
科
省
等
複
数
の
省

庁
の
関
与
で
一
貫
性
の
欠
如
と

重
複
の
無
駄
）、
小
児
・
産
科

医
療
・
救
急
医
療
体
制
が
不
十

分
で
あ
る
こ
と
、
女
性
医
療
従

事
者
の
働
く
環
境
が
整
っ
て
い

な
い
こ
と
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
日
本
の
医
療
制
度
の
問
題
点

を
整
理
し
て
い
た
だ
い
た
。
例

え
ば
、
米
ア
イ
オ
ワ
大
学
付
属

病
院
で
は
、
八
百
三
十
床
で
医

療
ス
タ
ッ
フ
は
七
千
二
百
人
、

年
間
手
術
件
数
は
約
六
万
件
、

そ
れ
に
比
べ
日
本
の
某
国
立
大

学
付
属
病
院
は
、
九
百
八
十

床
・
千
二
百
人
・
手
術
件
数
約

六
千
件
と
お
粗
末
な
状
況
。
日

米
医
療
施
設
の
マ
ン
パ
ワ
ー
比

較
に
よ
り
、
日
本
の
医
療
従
事

者
の
疲
労
困
憊
状
況
や
医
療
事

故
増
大
の
問
題
を
大
き
く
指
摘

し
た
。

医
師
法
十
七
条
と
医
療
行
為

に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
呼

吸
療
法
士
に
許
さ
れ
て
い
る

数
々
の
医
行
為
を
紹
介
。
日
本

の
医
師
会
と
厚
労
省
の
解
釈

二
〇
〇
八
年
歯
科
診
療
報
酬

改
定
と
今
後
の
課
題

講 座 3講 座 3講 座 3

（
混
合
診
療
問
題
を
含
む
）

副
会
長
　
平
田
　
米
里（
野
々
市
町
・
歯
科
） 

冒
頭
、
保
団
連
理
事
の
池
潤

先
生
か
ら
、
今
次
改
定
の
評
価

に
関
す
る
保
団
連
の
統
一
見
解

が
報
告
さ
れ
た
。

①
「
昭
和
五
十
一
年
通
知
」
以

来
、
二
十
年
以
上
も
適
正
な
評

価
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
の

七
十
三
項
目
の
一
部
が
引
き
上

げ
ら
れ
た
が
、
ま
だ
微
々
た
る

も
の
。

②
医
学
的
根
拠
の
な
い
包
括
が

強
行
さ
れ
続
け
て
い
る
。
し
か

も
本
体
点
数
が
包
括
に
伴
っ
て

引
き
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
（
2

は
、
世
界
の
常
識
か
ら
か
け
離

れ
て
い
る
。
現
行
の
解
釈
で

は
、
医
学
生
に
も
医
療
行
為
は

教
え
ら
れ
な
い
。
コ
メ
デ
ィ
カ

ル
各
職
種
に
よ
る
医
療
行
為

は
、
医
師
の
指
導
監
督
の
も
と

で
も
っ
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
許
可

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解

を
示
し
た
。

財
源
問
題
に
つ
い
て
は
、
あ

ま
り
深
く
言
及
さ
れ
な
か
っ
た

が
、
公
共
事
業
費
の
各
国
比
較

を
し
、
日
本
の
一
般
会
計
八
十

兆
円
強
、
特
別
会
計
二
百
二
十

兆
円
強
の
矛
盾
を
指
摘
。

最
後
に
、
医
療
再
生
に
向
け

て
大
村
氏
か
ら
い
く
つ
か
の
提

案
が
な
さ
れ
た
。
誤
っ
た
固
定

観
念
（
医
療
は
国
の
負
債
）
を

捨
て
、
社
会
保
障
費
の
大
幅
増

額
、
医
療
政
策
に
か
か
わ
る
省

庁
を
一
本
化
（「
医
療
庁
の
創

設
）、
財
政
構
造
の
根
本
的
な

見
直
し
、
保
険
者
の
再
編
、
病

院
・
診
療
所
の
再
編
統
合
と
機

能
分
担
な
ど
。
官
僚
・
行
政
ま

か
せ
で
は
な
く
、
医
療
従
事
者

が
ビ
ジ
ョ
ン
、
主
導
権
を
持
っ

て
、
日
本
の
医
療
を
立
て
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強

調
さ
れ
、
講
演
は
終
了
し
た
。

＋
1
‖
2
）
と
い
う
よ
う
な
、

不
可
思
議
な
数
学
が
ま
か
り
通

り
、
実
質
的
に
は
削
減
で
あ

る
。

③
新
た
な
長
期
継
続
管
理
体
系

の
導
入
に
伴
っ
て
、
六
つ
の
指

導
・
診
断
料
が
一
本
化
さ
れ
た

が
、
単
に
安
上
が
り
の
管
理
体

系
の
押
し
付
け
に
等
し
い
。
そ

も
そ
も
管
理
料
は
必
要
な
の
か

キ
チ
ン
と
し
た
検
討
を
要
す

る
。

④
歯
周
病
治
療
体
系
の
見
直
し

が
必
要
。

⑤
先
進
医
療
技
術
・
新
規
医
療

技
術
が
保
険
導
入
さ
れ
た
が
、

医
科
と
比
べ
る
と
あ
ま
り
に
少

な
く
、
遅
す
ぎ
る
。

⑥
〇
・
四
二
％
の
引
き
上
げ
率

は
、
二
年
前
の
一
〇
％
以
上
と

も
評
さ
れ
る
ダ
ウ
ン
か
ら
み
れ

ば
、
下
げ
止
ま
っ
た
に
過
ぎ
な

い
。ま

た
、
次
回
改
定
に
向
け
た

課
題
と
し
て
は
、
次
の
三
点
が

挙
げ
ら
れ
た
。

①
過
去
の
大
幅
な
引
き
下
げ
分

を
回
復
す
る
大
幅
な
診
療
報
酬

の
引
き
上
げ
を
要
求
す
る
。

②
財
源
不
足
と
い
う
財
務
省
・

厚
労
省
の
言
い
分
を
い
か
に
看

破
す
る
か
。
こ
の
部
分
を
突
破

し
な
い
と
、
ど
ん
な
議
論
も
前

進
し
な
い
。

③
指
導
・
監
査
の
場
に
お
い

て
、
Ｅ
Ｂ
Ｍ
で
は
な
く
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
偏
重
が
ま
か
り
通

っ
て
い
る
。
患
者
に
は
個
人
差

が
大
き
い
こ
と
を
前
提
と
し

て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
再
検
証

が
必
要
で
あ
る
。

続
い
て
、
混
合
診
療
に
関
し

て
東
京
協
会
の
資
料
を
基
に
討

議
さ
れ
た
。

①
歯
科
に
お
け
る
混
合
診
療
は

「
昭
和
五
十
一
年
通
知
」
か
ら

始
ま
り
、「
保
険
外
併
用
療
養

費
」
評
価
療
養
・
選
定
療
養
と

拡
大
し
て
き
た
。
こ
の
単
な
る

「
通
知
」
は
技
官
の
裁
量
で
い

つ
で
も
廃
止
で
き
、
現
審
議
官

も
患
者
の
視
点
か
ら
見
直
す
時

期
と
の
発
言
を
し
て
い
る
く
ら

い
の
軽
い
取
り
扱
い
で
あ
る
。

し
か
し
、
過
去
の
歴
史
的
意
義

や
、
医
療
現
場
に
与
え
る
影
響

も
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

②
混
合
診
療
は
医
療
そ
の
も
の

を
破
壊
す
る
認
識
に
あ
る
が
、

特
別
な
技
術
を
要
し
な
い
も
の

が
多
く
、
保
険
に
含
め
る
べ
き

性
格
の
も
の
で
あ
る
。
保
険
導

入
に
際
し
て
は
、
実
勢
料
金
の

約
五
割
か
ら
六
割
で
採
用
さ
れ

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
低
い

点
数
に
よ
る
導
入
が
問
題
で
あ

る
。

③
保
団
連
の
要
求
実
現
に
は
、

会
員
の
力
の
結
集
・
各
地
で
の

取
り
組
み
・
運
動
が
、執
行
部
と

一
体
と
な
る
必
要
が
あ
る
。
次

期
総
選
挙
で
は
一
票
の
権
利
を

行
使
し
て
、
政
権
交
代
に
結
び

付
け
よ
う
と
、
執
行
部
が
繰
り

返
す
発
言
が
印
象
的
だ
っ
た
。

最
後
に
、
石
川
協
会
か
ら

は
、「
歯
科
に
お
け
る
感
染
対

策
」
に
関
し
て
執
行
部
の
対
応

を
求
め
た
が
、
明
確
な
方
針
案

を
得
る
と
こ
ろ
ま
で
は
至
ら
な

か
っ
た
が
、
十
分
に
検
討
す
べ

き
課
題
で
あ
る
と
の
答
弁
を
い

た
だ
い
た
。

ま
た
、
東
京
協
会
か
ら
「
過

去
の
厚
生
労
働
省
の
調
査
報
告

書
に
よ
る
コ
ス
ト
の
算
出
と
は

別
に
、
現
在
の
臨
床
現
場
に
お

け
る
試
算
を
実
施
し
て
み
て
は

ど
う
だ
ろ
う
か
」
と
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。
当
協
会

と
し
て
、
今
後
は
そ
の
方
向
で

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
た
こ
と
を
記
し
て
、
報
告
と

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

分 科 会 
勤
務
医
を
巡
る
状
況
と

開
業
医
と
の
連
携
を
含
む

今
後
の
運
動

理
事
　
斉
藤
　
典
才（
金
沢
市
・
外
科
） 

病
院
勤
務
医
の
過
酷
な
労
働

実
態
が
問
題
と
な
り
、
こ
の
負

担
を
少
し
で
も
開
業
医
の
先
生

方
に
負
担
し
て
い
た
だ
こ
う
と

厚
労
省
は
考
え
て
い
る
（
今
回

の
診
療
報
酬
か
ら
み
て
明
ら

か
）。し

か
し
、
開
業
医
の
労
働
実

態
は
ど
う
な
の
か
。
こ
の
問
い

に
、
保
団
連
の
板
井
理
事
が
女

性
開
業
医
を
中
心
に
、
ま
た
中

村
理
事
が
大
阪
で
の
開
業
医
を

対
象
に
、
十
五
分
間
隔
で
一
週

間
の
時
間
の
使
い
方
を
調
査
し

た
内
容
を
発
表
さ
れ
た
。

共
通
し
て
い
る
の
は
、
開
業

医
の
先
生
方
の
多
く
も
一
カ
月

の
時
間
外
労
働
時
間
が
、
過
労

死
の
認
定
に
際
し
て
用
い
ら
れ

る
八
十
〜
百
時
間
に
相
当
し
て

い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
開
業
医
の
先
生
に
、

さ
ら
に
負
担
を
強
い
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
し
、
開
業
医
に
お

い
て
も
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
す
る
時

代
が
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
愛
知
の
斉
藤
理
事
の
発

表
は
、
産
婦
人
科
医
の
問
題
を

調
査
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

か
な
り
良
く
で
き
て
い
た
。
中

で
も
訴
訟
に
つ
い
て
の
考
察
は

鋭
く
、
第
三
次
試
案
、
大
綱
案

に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点

を
指
摘
し
つ
つ
、
大
綱
案
が
出

さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て

も
言
及
し
、
第
三
次
試
案
が
四

月
、
大
綱
案
が
六
月
に
発
表
さ

れ
、
第
二
次
試
案
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
受
け
て
第
三
次

試
案
を
作
っ
て
い
る
最
中
に
、

法
案
化
の
準
備
を
す
で
に
行
っ

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
、
並

行
し
て
準
備
を
し
て
い
た
厚
労

省
に
不
快
感
を
示
さ
れ
て
い

た
。
次
い
で
、
勤
務
医
部
会
の

運
動
が
活
発
な
熊
本
、
大
阪
両

協
会
か
ら
の
報
告
が
あ
り
、
少

し
で
も
会
員
を
増
や
す
ノ
ウ
ハ

ウ
を
取
得
で
き
た
ら
と
思
っ
て

い
た
が
、
あ
ま
り
参
考
と
な
り

う
る
も
の
は
得
ら
れ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
フ
ロ
ア
か
ら
三

重
協
会
の
勤
務
医
の
発
言
が
あ

り
、
最
近
わ
ず
か
三
人
で
は
あ

る
が
、
ほ
そ
ぼ
そ
と
活
動
を
は

じ
め
た
と
の
こ
と
。
石
川
で
も

で
き
る
だ
け
勤
務
医
の
仲
間
を

増
や
し
、
少
し
ず
つ
で
も
活
動

し
た
い
と
思
っ
た
。

こ
れ
ら
の
発
表
が
行
わ
れ
た

後
の
質
疑
・
討
論
は
活
発
に
行

わ
れ
、
予
定
し
て
い
た
時
間
を

か
な
り
超
過
し
た
。

ま
と
め
の
意
見
と
し
て
は
、

小
さ
な
協
会
で
は
勤
務
医
を
一

人
で
も
二
人
で
も
部
員
と
し
て

招
き
活
動
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。
勤
務

医
の
集
ま
り
と
し
て
は
、
今
や

医
師
会
、
保
団
連
、
全
国
医
師

連
盟
と
三
つ
も
存
在
す
る
こ
と

か
ら
、
保
団
連
と
し
て
全
国
の

勤
務
医
を
代
表
す
る
組
織
を
作

り
、
政
策
を
提
言
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
声
が

多
か
っ
た
。

ま
た
、
勤
務
医
と
開
業
医
の

連
携
に
つ
い
て
は
時
間
超
過
の

た
め
十
分
な
議
論
は
尽
く
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
開
業
医
も
過
重

労
働
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な

く
と
も
勤
務
医
か
ら
開
業
医
へ

労
働
力
を
シ
フ
ト
さ
せ
る
と
い

う
愚
策
は
行
わ
せ
ず
、
や
は
り

医
師
数
を
大
幅
に
増
や
す
こ

と
、
国
民
医
療
費
を
増
や
し
、

診
療
報
酬
を
も
っ
と
引
き
上
げ

る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
。    

全国から391人が出席して開かれた保団連夏季セミナー

（
四
面
の
つ
づ
き
）
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患
者
の
人
権
を
守
る
た
め 

「
緩
和
ケ
ア
と
は
本
来
何
な
の
か
〜
生
き
る
た
め
の
ケ
ア
に
向
け
て
〜
」 

理
事
　
小
川
　
滋
彦（
金
沢
市
・
内
科
） 

医
師
と
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
の
た
め
の
講
演
会
2
0
0
8

七
月
十
三
日
（
日
）
金
沢
都

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、「
緩
和
ケ

ア
と
は
本
来
何
な
の
か
〜
生
き

る
た
め
の
ケ
ア
に
向
け
て
〜
」

と
題
し
て
、
医
師
と
コ
・
メ
デ

ィ
カ
ル
の
た
め
の
講
演
会
が
開

催
さ
れ
、
百
一
人
が
参
加
し
た
。

講
師
の
中
島
孝
氏
（
国
立
病

院
機
構
新
潟
病
院
副
院
長
）

は
、
非
悪
性
腫
瘍
の
緩
和
ケ
ア

と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
研
究
を
厚
労
省
研
究

班
で
中
心
的
に
行
っ
て
こ
ら
れ

た
方
で
あ
る
が
、
い
わ
ば
官
僚

的
な
発
想
を
覆
す
「
患
者
中

心
」
の
考
え
方
は
、
ま
さ
に
当

協
会
が
こ
の
十
年
間
、
褥
瘡
・

胃
ろ
う
・
摂
食
嚥
下
・
車
い

す
・
排
尿
障
害
な
ど
、
障
害
を

持
つ
人
々
の
人
権
を
守
る
べ
く

取
り
込
ん
で
き
た
「
心
意
気
」

に
対
し
て
、
真
の
エ
ー
ル
と
な

る
も
の
だ
っ
た
。

「
病
気
が
治
っ
て
も
感
謝
さ

れ
な
い
」
こ
と
が

あ
る
一
方
、「
病

気
が
治
ら
な
く
て

も
感
謝
さ
れ
る
」

こ
と
が
あ
る
。
こ

こ
に
、
緩
和
ケ
ア

の
本
質
が
あ
り
、

「
医
療
崩
壊
」
か

ら
立
ち
直
る
処
方

箋
が
あ
る
。
私
ど

も
医
療
者
が
「
病

気
を
治
そ
う
（
排

除
し
よ
う
）」「
障

害
を
な
く
そ
う
」

と
が
ん
ば
り
す
ぎ

る
こ
と
が
バ
ー
ン

ア
ウ
ト
を
招
き
、

そ
の
結
果
と
し
て

「
美
し
い
死
（
玉

砕
）」
の
誘
惑
に

駆
ら
れ
る
と
し
た
ら
、
こ
ん
な

不
幸
な
こ
と
は
な
い
。

Ｑ
Ｏ
Ｌ
研
究
の
第
一
人
者
で

あ
る
中
島
氏
自
身
か
ら
、
Ｑ
Ｏ

Ｌ
そ
の
も
の
が
「
良
い
生
、
悪

い
生
」
と
い
っ
た
差
別
意
識
の

温
床
に
な
り
う
る
と
い
う
警
告

の
言
葉
が
出
る
と
い
う
こ
と
自

体
、
氏
が
い
か
に
謙
虚
か
つ
内

省
的
に
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん

で
き
た
か
を
物
語
る
も
の
で
あ

っ
た
。

生
き
る
こ
と
を
肯
定
す
る

「
真
の
緩
和
ケ
ア
」
の
意
味
を

説
く
本
講
演
は
、
す
べ
て
の
医

療
福
祉
関
係
者
が
聴
い
て
お
く

べ
き
、
ま
さ
に
医
師
と
コ
・
メ

デ
ィ
カ
ル
が
共
通
の
土
俵
で
互

い
を
高
め
あ
う
本
企
画
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

折
り
し
も
、
協
会
の
次
な
る

社
会
保
障
・
人
権
セ
ミ
ナ
ー
続

編
の
糸
口
に
も
な
る
よ
う
な
、

珠
玉
の
講
演
で
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
。

●「その患者さんにはあなたがいたじゃないですか」

中島先生と出会って、すごく温かい先生だと思いました。
これまでターミナルの患者さんのケアをした時、そして患者さんが亡くなら

れた時、私のかかわりはあれで良かったのか・・・と思うことがありました。
このことを中島先生に聞くと「その患者さんにはあなたがいたじゃないです
か」と言ってくれました。この患者さんは、身寄りもなく最後の治療方針が決
定せず亡くなられた方でした。患者さんの思いも家族の思いも深く捉えられ
ず、経過が長くなっていくにつれて自分自身も悩みました。

中島先生は「根治治療がない病気に直面したとき、人はどのように対応する
のかということが大きな問題となります。患者さんは、どうすれば自分や家族
にとって最善になるのか迷っているし、葛藤している。医療従事者も、どのよ
うにサポートしていけば一番いいのかが分からないと言われ、緩和ケアは問題
解決から始まった」と教えてくれました。
「緩和ケアとは何か」になりますが、中島先生は終末期になってから緩和ケ

アを始めてもうまくいかないといわれ、症状が起き心配し、治らない病気と告
知された時から、患者は「生きるべき」か「死ぬべき」か、「延命治療」か

「尊厳死」か悩み始める。その葛藤を緩和して、生を支えていくのが緩和ケア
だとおっしゃっていて、そうできたら素晴らしいなあと感じました。

また、日本の緩和ケアはまったく異なっている、ともおっしゃっていまし
た。医療専門職も患者も市民も、緩和ケア病棟や病院で上手に死ぬことが緩和
ケアだと思い、最後まで生き生きと、生を支え、可能なら在宅生活も考慮する
ことが緩和ケアだとは思っていない。これが日本の終末期医療を貧困にしてい
ると話されました。

温かい心を持ちながら、緩和ケアをこんなに科学的に研究している人がいる
んだと知り、とてもうれしくなりました。 （竹村さやか）

●これからは最善の緩和ケアのために

私は、正看護師の免許を取得してから３年目になりました。
今回、この講演を聴かせていただいたのは、３年目の看護研究のテーマを

「延命」にしており、その参考にさせていただくためでした。
今回、テーマの中にある「生きるためのケアに向けて構成理論から難病ケア

と緩和ケアを再理解する」と聞いて、自分の中で難病ケアと緩和ケアがあまり

結びつきませんでした。難病ケアという言葉をあまり耳にしないこともあった
からだと思います。

私の中で、緩和ケアとはターミナルというイメージが強く、病棟でもそうい
った患者さんが多く、看取ってきたからだと思います。しかし、緩和ケアの定
義 2002 を聞くと、難病ケアとのつながりを感じることができました。
Griefwork・Mourningwork の現代的な理論化でナラティブアプローチ・ナラ
ティブに基づく医療・構成倫理という考え方で、人体と人生を単に所有してい
るのか不明であり、人生を物語りを書きながら人間は生きている。その中で、
医療におけるインフォームドコンセント・意志決定が肩の力を抜いてできるの
ではないか？という説明に衝撃を受けました。

長年生きて来られた方の考え方や思いを変えることは、そう簡単ではないと
思います。しかし、私たち医療者がナラティブの書き換えをお手伝いできれ
ば、その人の人生の最期をより良く送れることにつながると思いました。

また、本人が死に至る病とともに生きる自分を肯定し、治療できない病気と
ともに生きる人生を肯定することができれば、家族へのケアにもつながるよう
な気がしました。ターミナルの患者さんを看てきて、何もしないことが苦痛を
軽減できる最良の方法のように思っていました。しかし、そう思うことは、患
者さんや家族の思いに答えられない医療者側の逃げかもしれないと思いまし
た。そのため、今後は、そう決めつけるのではなく、最良の方法を見い出せる
ように関わっていきたいと思いました。 （今村　文）

●尊厳死についてなど、深く考えさせられて

講師の中島孝先生は、これまでＡＬＳなどの難病の治療に携わってこられた
医師で、『緩和ケアとは根治療法のない患者の生きる意味の崩壊をくいとめ

「尊厳死」意識を解消し最後まで最高のＱＯＬを目指すケア過程であり、「美し
く死ぬ」ことを目標とするケアではない』と定義しておられます。

一般に日本では緩和ケアとは、延命治療を中止し、よい死や尊厳死を導くタ
ーミナルケアであるととらえている場合が多いようです。しかし、中島先生
は、本当の緩和ケアとは、決して死を迎えるためのものではなく、どんな重篤
な患者に対しても、症状の緩和を行い、生きる意欲を助け、最後まで生を支え
ることだとおっしゃっていました。

たとえば、「病気が進行して人工呼吸器をつける必要のあるＡＬＳの患者さ
んは、ＱＯＬが低い状態なので、尊厳死の自己決定を選択をすることもあり得
る」という考え方に対して、「人工呼吸器を着けることによって呼吸機能がサ
ポートされ、良い生を保つことができる。生きている間は、病気の進行によっ
て起こってくる症状に対しての症状緩和は可能であるので、あらん限りの手を
尽くしてサポートするのが緩和ケアである」と言われました。そして、実際に
呼吸器を着けたことで患者さんに笑顔が戻ってきた事例が紹介されていまし
た。

寝たきりの人や認知症の人、意識障害で自己決定能力の無い人は生きている
価値がないのか、もしその人たちに家族も無く、自分の意思を表現できないと
したら、その生は誰が支えていくのだろうか。延命治療や尊厳死とは患者さん
にとってどういうものだろうかなどなど、とても考えさせられる内容の講演で
した。 （滝内章子）

医師とコ・メディカルのための講演会2008
緩和ケアとは本来何なのか～生きるためのケアに向けて～ 

３人の看護師 
の 

参加印象記 

７月13日に開催されました「医師とコ・メディカル
のための講演会2008／緩和ケアとは本来何なのか～
生きるためのケアに向けて～」に参加されました3人
の看護師から、印象記が寄せられましたので、ご紹介
します。 

講師の中島孝先生

看護師、施設関係者ら101人が参加して開かれた
医師とコ・メディカルのための講演会2008

【
一
面
に
関
連
記
事
】
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震災報告集発刊にあたって 震災報告集発刊にあたって 
　この度、石川県保険医協会歯科部において『歯科における震災時の対応̶能登半島地震の体験から』を発刊しました。
　能登半島地震が発生したのが2007年3月25日、その年の夏に開催した石川県保険医協会主催特別座談会「医師の見た能登半島地震～その時、そして
これから～」（本紙2007年8月号掲載）で、被災した歯科医師より「ぜひこの体験で得たことを次に生かす取り組みを」との提言が寄せられ、本書が編
集されました。
　発刊にあたっては、被災地の会員とスタッフの皆さん、患者さん、また自治体関係者や歯科関連業者の方々をはじめ、県内外から貴重な体験談やご意
見をお寄せいただきましたこと、感謝申し上げます。
　本書は歯科医院のための震災対応マニュアルが少ない現状を鑑み、歯科の対応を中心に取り上げましたが、医科医療機関、自治体や各組織・団体など
幅広くご活用いただける内容となっております。ぜひ、ご一読ください。
　以下に、本書に掲載した「発刊にあたって」を転載します。

　2007年３月25日（日）午前９時42分頃、能登半島沖を震源地とす

る“震度６強”の大地震が発生した。あれから１年５ヶ月になる。

当時、石川県にこのような大きな地震が起きるとは誰も思っていな

かった。

　気象庁の「地震火山月報」によると、1974年から2003年の30年間で、

石川県は有感地震回数が73回と全国で一番少ないと報告されていた。

また、太平洋側に比べて、日本海側は海底のプレートが陸地に滑り

込む動きが少ないため、地震の発生する確率は少ないとも言われて

いた。そして、最近の大地震はほとんどが以下のように休日や早朝

に発生している。

　阪神大震災以降で死者が発生した地震

阪神・淡路大震災 95年１月17日（火）早朝

新島・神津島近海の地震 00年７月１日（土）週末

芸予地震 01年３月24日（土）週末

十勝沖地震 03年９月26日（金）早朝

新潟県中越地震 04年10月23日（土）週末

福岡県西方沖地震 05年３月20日（日）週末

能登半島地震 07年３月25日（日）週末

新潟県中越沖地震 07年７月16日（月）祝日

岩手・宮城内陸地震 08年６月14日（土）週末

　しかし、地震はいつどこで起きるか分からない。平日の診療中に

起きるかもしれない。故に事前に学習しておくことが大切である。

また、地震のエネルギーを人間

の力で完全に防ぐことは不可能

であり、われわれに出来ること

は、防災というより被害を最小

限にとどめる“減災”と言え

る。そこで、この冊子では“減

災イコール事前の準備”を中心

テーマとして位置づけ、対応策

を提案することとした。　

　冊子を作るにあたり、様々な

資料を集めることから始めた

が、驚いたことに体験談は多く

あるものの、歯科医院のために

有効な体系的なマニュアルが存

在しないことが分かり、さらに

その必要性を痛感した。

　Web サイト上の多種多様の情報や、多方面の職種の方々の情報を

得て、専門家の持つ知識をまとめ、有効で体系的なものが出来上が

ったと思っている。今後は読者、利用者がこの冊子をさらに進化し

た有益なマニュアルに発展させて下さることを望んで、発刊のあい

さつとする。

石川県保険医協会　　  　　　

歯科部副部長　小島　  登

●追加注文は石川県保険医協会まで

電 話：076-222-5373
FAX：076-231-5156

歯科における震災時の対応
─能登半島地震の体験から─

発行日 2008年９月1日
発行所 石川県保険医協会
発行人 西田　直巳
印刷所 ソノダ印刷株式会社
定　価 1,200円（税、送料込）
A4判、103頁

会員医療機関には１冊進呈しました

連帯と共同の力で貧困を絶滅しよう 
9月21日（日）／10：00～16：00
石川県生涯学習センター 
（金沢市広坂2丁目、旧石川県広坂庁舎） 

第3回 石川県社会保障学校 

日時 

場所 

連帯と共同の力で貧困を絶滅しよう 連帯と共同の力で貧困を絶滅しよう 
反貧困ネットワーク事務局長 

湯浅   誠さん 
湯浅 誠さん･･･ＮＰＯ自立生活サポートセンター･もやい事務局
長他。90年代からホームレス支援に携わる。｢ネットカフェ難民｣
問題を数年前から指摘して火付け役となるほか、貧困者を食い
物にする｢貧困ビジネス｣を告発するなど、現代日本の貧困問題
を現場から訴え続けています。1969年生まれ。東京大学大学院
法学政治学研究科博士課程単位取得退学。 

主催 ／石川県社会保障学校実行委員会 
　　　 〒920-0848 石川県金沢市京町24-14／電話 076-253-1636　Fax 076-253-1459 
後援／金沢大学地域経済情報センター 

記念 
講演 

･ 湯浅さんの講演は13：00～15：00です。 
･ 10：00～12：00に､次の分科会を行います。 
　①貧困と格差の現状と打開にむけて 
　②地域医療･高齢者の医療と介護 
　③健やかに子どもが発達するために 

講  師 
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二
分
脊
椎
で
両
下
肢
が
麻
痺

し
、
ま
た
神
経
因
性
膀
胱
も
伴

っ
て
い
る
河
崎
真
智
子
さ
ん

（
仮
名
）
は
、
車
椅
子
へ
の
移

乗
は
全
介
助
で
す
。
移
乗
な
ど

日
常
生
活
の
介
助
は
す
べ
て
母

親
が
行
っ
て
お
り
、
神
経
因
性

膀
胱
に
対
す
る
間
欠
導
尿
も
母

親
が
行
っ
て
い
ま
す
。

真
智
子
さ
ん
は
四
人
兄
弟
の

末
っ
子
で
、
障
害
を
持
っ
て
生

ま
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

母
親
は
他
人
の
私
た
ち
か
ら
み

て
と
て
も
応
え
て
あ
げ
ら
れ
な

い
よ
う
な
真
智
子
さ
ん
の
要
望

に
応
え
て
あ
げ
て
い
ま
す
。

真
智
子
さ
ん
の
部
屋
に
は
Ｕ

Ｆ
Ｏ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
で
取
っ
た

ぬ
い
ぐ
る
み
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
母
親
は
笑
い
な
が
ら

莫
大
な
投
資
を
し
た
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
キ

ャ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
深
夜
営
業
を

し
て
い
る
バ
イ
パ
ス
レ
ジ
ャ
ー

ラ
ン
ド
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り

ま
す
。
真
智
子
さ
ん
が
夜
中
に

行
く
と
い
え
ば
、
母
親
が
ベ
ッ

ド
か
ら
車
椅
子
に
乗
せ
て
車
の

所
に
行
き
、
そ
の
車
に
乗
せ
て

そ
こ
ま
で
連
れ
て
行
き
、
着
い

た
ら
ま
た
車
椅
子
に
移
乗
し
、

Ｕ
Ｆ
Ｏ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
に
投
資

す
る
と
い
う
感
じ
で
す
。
莫
大

な
投
資
を
し
た
と
い
う
こ
と
は

何
度
も
何
度
も
行
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
文
章
で
書
く
と
簡

単
な
よ
う
で
す
が
、
実
は
こ
れ

が
大
変
な
の
で
す
。

真
智
子
さ
ん
が
一

時
期
、
私
た
ち
の
所

の
デ
イ
ケ
ア
（
介
護

保
険
制
度
が
始
ま
る

前
で
老
人
デ
イ
ケ
ア

と
い
わ
れ
て
い
た
）

に
参
加
し
て
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

真
智
子
さ
ん
は
三
十

歳
代
で
し
た
か
ら
、

老
人
デ
イ
ケ
ア
の
対
象
で
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
障
害
者
が

行
け
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
何

と
か
し
て
欲
し
い
と
い
う
お
母

さ
ん
の
要
望
が
あ
り
、
引
き
受

け
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
真
智
子
さ
ん
は
と
て
も
肥

満
で
、
う
ち
の
デ
イ
ケ
ア
の
屈

強
な
男
性
職
員
（
介
護
福
祉
士

で
は
な
く
介
護
力
士
士
と
い
う

ネ
ー
ミ
ン
グ
を
三
好
春
樹
は
し

て
い
る
）
も
移
乗
の
介
助
に
悲

鳴
を
上
げ
る
ほ
ど
で
し
た
。
そ

の
こ
と
を
聞
い
て
、
真
智
子
さ

ん
を
毎
日
毎
日
、
時
に
夜
中
で

も
車
椅
子
に
移
乗
さ
せ
て
、
あ

ち
こ
ち
連
れ
て
行
く
母
親
の
姿

を
思
い
浮
か
べ
る
と
、
母
の
愛

と
い
う
も
の
を
深
く
感
ず
る
の

で
し
た
。

も
う
一
つ
感
じ
た
の
は
、
介

護
技
術
の
す
ば
ら
し
さ
で
す
。

母
親
が
実
際
に
真
智
子
さ
ん
を

移
乗
さ
せ
る
と
こ
ろ
を
見
る
機

会
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
無
理

な
く
ス
ム
ー
ズ
に
移
乗
さ
せ
て

い
ま
し
た
。
う
ー
ん
と
力
を
入

れ
て
や
っ
て
い
る
と
い
う
よ

り
、
ス
ー
ス
ー
と
や
っ
て
い
る

感
じ
で
驚
き
ま
し
た
。
腕
の
立

つ
職
人
さ
ん
が
作
業
を
し
て
い

る
と
、
力
が
入
ら
ず
ス
ム
ー
ズ

に
、
そ
し
て
楽
そ
う
に
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
も
の
で
す

が
、
母
親
の
移
乗
動
作
を
見

て
、
そ
う
感
じ
ま
し
た
。

最
近
「
古
武
術
で
学
ぶ
介

護
」
だ
と
か
、「
腰
の
負
担
を

軽
く
す
る
ス
ー
パ
ー
テ
ク
ニ
ッ

ク
」
と
い
っ
た
介
護
技
術
の
方

法
が
喧
伝
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
そ
れ
で
重
要
な
こ
と
な
の

で
す
が
、
相
手
は
物
体
で
は
な

い
の
で
対
象
者
の
力
や
動
き
を

熟
知
し
て
、
ま
た
安
心
感
を
与

え
て
の
介
護
が
必
要
で
あ
る
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
点

で
母
親
の
真
智
子
さ
ん
へ
の
介

護
技
術
は
、
対
象
者
を
知
り
尽

く
し
て
い
れ
ば
こ
そ
の
介
助
で

あ
る
な
あ
と
、
感
心
し
た
次
第

で
す
。

大
川
　
義
弘（
金
沢
市
・
内
科
） 

リレー・エッセーリレー・エッセー

在宅
医療
在宅
医療

３３

訪
問
診
療
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
そ
の

母
の
愛
と
介
護
技
術

１１ 

発展途上国における 
保健システム強化支援 
について 

無料ですが、申し込みが必要です。 
Tel 076-222-5373／Fax 076-231-5156

歯科医師、医師、スタッフ等 

と　き 

講  師 

10月19日（日）10：00～12：00
ところ 

参加費 

参加対象 

金沢都ホテル 5階 兼六の間 
（JR金沢駅東口正面） 

石川県保険医協会歯科部主催  講演会 

貧困層へサービスが到達するための 
保健システム作りとは 

国立国際医療センター 
国際医療協力局 派遣協力課 専門官 
（保健システム・病院管理） 

詳しくは、案内チラシをごらんください。 

池田  憲昭氏 

北
欧
か
ら
世
界
中
に
響
き

渡
る
よ
う
な
映
画
が
作
ら
れ

た
。
監
督
の
ケ
イ
・
ポ
ラ
ッ

ク
は
、
前
作
が
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
で
公
開
さ
れ
た
夜
に
当
時

の
首
相
が
殺
害
さ
れ
て
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
、
十
八
年
間
映

画
を
作
ら
な
か
っ
た
と
い

う
。
そ
の
彼
に
創
作
意
欲
を

植
え
付
け
た
の
が
、
聖
歌
隊

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
彼
の
妻

だ
っ
た
。
長
い
監
督
の
心
の

旅
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
作
品

で
あ
る
。

物
語
は
、
幼
い
ダ
ニ
エ
ル

が
野
原
の
中
で
バ
イ
オ
リ
ン

を
練
習
し
て
い
た
と
こ
ろ

に
、
い
じ
め
っ
子
集
団
が
寄

っ
て
た
か
っ
て
殴
り
つ
け
る

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
成
人

し
て
天
才
指
揮
者
に
な
っ
た

ダ
ニ
エ
ル
（
ミ
カ
エ
ル
・
ニ

ュ
ク
ビ
ス
ト
）
は
、
自
分
の

限
界
と
戦
っ
て
い
た
。
幼
く

し
て
父
を
亡
く
し
た
母
子
は

十
四
歳
で
コ
ン
ク
ー
ル
に
勝

っ
た
の
だ
が
、
祝
い
に
駆
け

つ
け
た
母
は
車
に
轢
か
れ
て

死
ん
で
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
限
界
に
来
た
ダ
ニ

エ
ル
は
、
冬
の
生
ま
れ
故
郷

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
北
部
ノ
ル
ラ

ン
ド
地
方
の
村
に
、
一
人
戻

っ
て
き
た
。
元
小
学
校
だ
っ

た
廃
屋
を
買
っ
て
、
住
ま
い

に
し
た
。
彼
は
、
そ
こ
で
童

心
に
帰
っ
た
。
当
分
、
音
楽

に
は
関
わ
り
た
く
は
な
か
っ

た
。し

か
し
、
売
店
で
泣
い
て

い
た
レ
ナ
（
フ
リ
ー
ダ
・
ハ

ル
グ
レ
ン
）
か
ら
、
自
分
の

音
楽
を
聴
く
よ
う
に
と
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
を
渡
さ
れ
た
。

ま
た
、
自
転
車
屋
に
、
自
分

た
ち
の
聖
歌
隊
に
来
て
く
れ

と
頼
ま
れ
た
。
レ
ナ
の
歌
声

が
素
晴
し
か
っ
た
の
で
、
聖

歌
隊
の
指
導
を
引
き
受
け

た
。
そ
し
て
メ
ン
バ
ー
に
そ

れ
ぞ
れ
に
聞
こ
え
て
く
る
生

命
の
声
を
聴
く
よ
う
に
要
請

し
た
。
さ
ら
に
内
な
る
声
を

出
す
よ
う
に
要
求
し
た
。
人

の
心
を
開
く
音
楽
を
作
る
こ

と
が
、
彼
の
夢
だ
っ
た
の

だ
。聖

歌
隊
に
は
、
夫
の
暴
力

に
悩
む
美
し
い
声
の
持
ち
主

ガ
ブ
リ
エ
ラ
（
ヘ
レ
ン
・
ヒ

ョ
ホ
ル
ム
）、
偽
善
的
な
牧

師
の
夫
に
不
満
を
持
つ
イ
ン

ゲ
ら
が
集
ま
っ
て
い
た
。
教

会
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
ガ
ブ

リ
エ
ラ
の
晴
れ
晴
れ
と
し
た

独
唱
な
ど
で
大
成
功
に
終
わ

り
、
メ
ン
バ
ー
が
コ
ン
ク
ー

ル
に
応
募
し
て
オ
ー
ス
ト
リ

ア
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
で
レ

ナ
に
恋
心
を
打
ち
明
け
、
子

ど
も
の
よ
う
に
は
し
ゃ
い
だ

ダ
ニ
エ
ル
は
、
合
唱
の
発
表

当
日
、
心
臓
発
作
が
再
発

し
、
会
場
の
便
所
に
た
ど
り

着
く
の
が
や
っ
と
だ
っ
た
。

指
揮
者
が
現
れ
ず
に
い
て
知

的
障
害
を
も
つ
メ
ン
バ
ー
が

不
安
を
振
り
払
う
た
め
に
歌

声
を
発
し
た
の
が
、
メ
ン
バ

ー
に
伝
わ
り
、
そ
し
て
会
場

全
体
に
広
が
り
、
天
に
届
く

ハ
ー
モ
ニ
ー
に
な
っ
た
。
便

所
で
倒
れ
て
い
る
ダ
ニ
エ
ル

に
も
そ
の
音
楽
が
マ
イ
ク
を

通
し
て
伝
わ
り
、
彼
は
幸
せ

に
満
た
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

傷
つ
い
た
音
楽
家
が
故
郷

の
村
で
人
々
の
心
を
揺
り
動

か
し
、
音
楽
家
自
身
も
癒
さ

れ
て
い
く
過
程
が
見
事
に
描

か
れ
て
い
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
人
気
歌

手
の
ヘ
レ
ン
・
ヒ
ョ
ホ
ル
ム

が
生
き
る
喜
び
を
高
ら
か
に

熱
唱
し
て
い
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
民
の
五

分
の
一
が
映
画
館
に
足
を
運

ん
だ
と
い
う
傑
作
で
あ
る
。

おすすめの1本 おすすめの1本 その 

奥田　宏（金沢市・心療内科） 

４２ 

【
監
督
】ケ
イ
・
ポ
ラ
ッ
ク 

【
出
演
】ミ
カ
エ
ル
・
ニ
ュ
ク
ビ
ス
ト 

 

フ
リ
ー
ダ
・
ハ
ル
グ
レ
ン 

二
〇
〇
四
年（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
） 

歓
び
を
歌
に
の
せ
て 

再び申し上げる！
『ボケても心は生きている』 
司会 

北谷クリニック主催 聴いて元気が出る講演会

梶本 照穂氏／金沢医科大学名誉教授 

講師 佐々木 健氏／きのこエスポアール病院院長 

日時 10月11日（土）／午後3時より 
会場 かほく市高松産業文化センター 多目的ホール 

（中央通り沿い：076-281-3176） 

入場無料
お問い合わせ ： 北谷クリニック（076-281-8801） 
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生活設計をサポート！ 

保険医年金のおすすめ保険医年金のおすすめ保険医年金のおすすめ
2008年度の加入・増口の受付が始まりました

お問い合わせは、石川県保険医協会まで  Tel： 076-222-5373　Fax：076-231-5156 
 
 ※ 普及期間中には、三井生命、明治安田生命、富国生命の普及担当者がお伺いしますので、ご面談くださいますようお願いします。 
※ ここでは制度の概要をお知らせしております。詳細については今後送付するパンフレット等をご確認ください。 

この機会にぜひ加入・増口をご検討ください。 
 
■お申込み期間：9月1日から10月25日まで 
■ご 加 入 日：2009年1月1日 
■予 定 利 率：1．256％（2008年4月1日現在の予定利率で、将来変動することがあります） 
■加 入 資 格：新規は満74歳、増口は79歳までの石川県保険医協会の会員で、健康で正常に 
　　　　　　　　就業している方。 
　　　　　　　　※保険医年金の満期は満80歳の誕生日直後の9月1日です。 

 自在性が魅力です！ 
○急な出費にも1口単位で解約できます 
○払込が困難な時には掛金中断も可能です 
○年金受給時には 
　q10年定額、w15年定額、 
　e15年逓増、r20年逓増年金から選択、 
　または一括受取 
○万一の時にはご遺族に全額給付 

   ご　加　入　例 
40歳で月払10口（10万円）加入 
70歳から10年定額で受給した場合 
受給額：月々約  37万円 
　　　　年間約442万円 
 

　保険医年金は、国の公的年金制度が不十分な
ためにつくられた医師・歯科医師を対象とする
積立型の年金制度（拠出型企業年金保険）です。
1968年発足以来40年の実績があり、現在では
加入者約6万人、積立金額1兆1千億円を超え、
わが国有数のスケールに発展しています。 
　この制度では年金制度でもっとも大事な点で
ある加入者の年金給付を守ることを重視し、こ
れまでに年金受給者の年金額をカットしたこと
は一度もありません。 

月　払
１口１万円 （３０口まで）
一時払

１口５０万円 1回につき ４０口まで 
（　　　　） 

八
月
二
十
日
か
ら
二
十
二
日

の
三
日
間
に
わ
た
り
、
山
梨
県

笛
吹
市
に
て
「
第
三
十
四
回
保

団
連
全
国
事
務
局
学
習
会
」
が

開
催
さ
れ
た
。
学
習
会
そ
の
も

の
へ
の
参
加
は
も
ち
ろ
ん
、
山

梨
県
へ
足
を
踏
み
入
れ
た
の
が

初
め
て
で
、
会
場
ま
で
た
ど
り

着
け
る
か
が
一
番
の
不
安
で
あ

っ
た
。
交
通
ア
ク
セ
ス
は
あ
ま

り
よ
く
な
く
、
か
な
り
の
時
間

を
要
し
た
が
、
山
々
に
囲
ま
れ

自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

一
日
目
は
、
保
団
連
事
務
局

次
長
の
前
谷
か
お
る
氏
よ
り
、

「
保
団
連
の
運
動
方
針
と
重
点

課
題
、
事
務
局
の
役
割
」
と
題

し
た
基
調
提
案
が
あ
り
、
引
き

続
き
、
自
立
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
・
も
や
い
の
事
務
局

長
、
湯
浅
誠
氏
を
講
師
に
迎

え
、
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

基
調
提
案
で
は
、
秋
の
臨
時

国
会
に
向
け
て
大
き
く
三
つ
の

重
点
課
題
（
①
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
廃
止
法
案
の
成
立
に
向

け
て
②
外
来
管
理
加
算
の
時
間

要
件
撤
廃
に
向
け
た
活
動
③

「
医
療
崩
壊
」
阻
止
、
社
会
保

障
予
算
増
額
の
運
動
）
に
つ
い

て
報
告
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
二
日

目
の
分
散
会
で
グ
ル
ー
プ
討
議

を
行
っ
た
。
特
に
、
①
に
つ
い

て
は
、
制
度
廃
止
に
向
け
た
国

民
的
合
意
は
一
定
レ
ベ
ル
ま
で

得
ら
れ
て
お
り
、
衆
議
院
で
継

続
審
議
と
な
っ
て
い
る
今
だ
か

ら
こ
そ
、
制
度
廃
止
を
求
め
る

世
論
を
も
っ
と
高
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
ま
た
、
③
と
の
関
連
で
、

来
年
は
介
護
報
酬
改
定
を
控
え

て
お
り
、
も
っ
と
国
民
世
論
を

巻
き
込
ん
だ
大
き
な
運
動
が
必

要
だ
と
感
じ
た
。

記
念
講
演
で
は
、
野
宿
生
活

を
し
て
い
る
人
た
ち
を
支
援
す

る
活
動
を
十
年
以
上
続
け
て
こ

ら
れ
た
湯
浅
さ
ん
の
力
強
く
自

信
に
満
ち
た
話
し
振
り
に
、
と

て
も
引
き
込
ま
れ
た
。
一
番
印

象
的
だ
っ
た
の
は
、
日
本
の
自

衛
隊
入
隊
の
動
き
が
強
ま
っ
て

き
て
い
る
と
い
う
話
し
で
あ
る
。

中
卒
で
年
収
三
百
万
円
（
契
約

期
間
二
年
間
）、
退
職
時
に
は

六
十
万
円
が
支
給
さ
れ
、
社
会

に
出
た
と
き
に
役
立
て
る
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
が
取
得
で

き
る
よ
う
な
教
育
体
制
も
充
実

し
て
い
る
・
・
・
と
。
こ
れ
は
、

ま
さ
に
『
貧
困
大
国
ア
メ
リ
カ
』

の
著
者
で
あ
る
堤
未
果
さ
ん
が

語
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
社
会
そ

の
も
の
だ
！
と
寒
気
が
し
た
。

不
安
と
あ
き
ら
め
の
空
気
が

蔓
延
し
て
い
る
今
の
日
本
社
会

か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
、
真
剣

に
反
貧
困
運
動
を
行
っ
て
い
か

な
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

最
終
日
、
特
別
講
座
が
あ

り
、
私
は
第
三
講
座
「
消
費
税

と
社
会
保
障
財
源
」
に
参
加
し

た
。
兵
庫
協
会
事
務
局
の
小
川

昭
課
長
の
報
告
で
あ
っ
た
が
、

税
制
を
切
り
口
に
社
会
保
障
を

考
え
る
機
会
と
し
て
、
大
変
勉

強
に
な
っ
た
。

字
数
の
制
限
上
詳
細
を
伝
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ち
ま

た
に
あ
ふ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
か
ら
、
何
が
真
実
か
を
正
確

に
見
極
め
る
こ
と
、
国
民
の
す

べ
て
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
の
必

要
性
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

カ
ル
シ
ウ
ム
豊
富
な
石
和
温

泉
に
つ
か
り
、
名
産
の
ワ
イ
ン

も
い
た
だ
き
、
各
協
会
事
務
局

員
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
、
元
気
を
も
ら
っ
た
三
日
間

で
あ
っ
た
。

保団連全国事務局学習会  

事務局　橋爪　真奈美 

■申し込み 
お電話またはFAXでお申し込みください。 

■対　象 
会員に限らせていただきます。 
（定員は先着３０人とさせていただきます） 

■ところ 

金沢都ホテル
5階「蓬莱の間」
（ＪＲ金沢駅東口正面）

■と　き 
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以
前
、
本
紙
に
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
関
す
る
拙
文
を
書
か
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
連
載
が
終
了
し
て
は
や
二
年
近
く

が
た
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
は
と
い
う
と
、
そ
れ
か
ら
も
数
日
の
休
み
が
取
れ
る
と

ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
飛
ん
で
い
く
と
い
う
生
活
を
相
も
変
わ
ら
ず

続
け
て
お
り
ま
す
。

「
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
行
く
合
間
に
仕
事
し
て
い
る
の
で
は
!?
」

と
い
う
ご
意
見
・
ご
批
判
も
頻
繁
に
賜
り
ま
す
。
あ
ま
り
強

く
反
論
で
き
な
い
の
が
つ
ら
い
と
こ
ろ
で
す
が
「
ち
ゃ
ん
と

仕
事
も
し
て
な
い
と
出
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
よ
〜
だ
」
と
、
心

の
中
で
つ
ぶ
や
い
た
り
し
て
お
り
ま
す
。

「
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
一
年
は
普
通
の
年
の
十
年
に
匹
敵
す
る
」

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
と
す
る
と
こ
の
二
年
に
二
十
年
分
の

変
化
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ど
ん
な
ふ
う
に

変
わ
っ
た
の
か
と
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
正
直
言
っ
て
「
厳

し
く
な
っ
た
な
あ
・
・
・
」
と
い
う
印
象
で
す
。

以
前
の
連
載
の
終
り
ご
ろ
に
も
少
し
触
れ
ま
し
た
が
、
ラ

ス
ベ
ガ
ス
中
心
街
の
巨
大
ホ
テ
ル
群
の
資
本
統
合
が
一
気
に

進
み
ま
し
た
。
ラ
ス
ベ
ガ
ス
中
心
街
に
は
、
南
北
に
延
び
る

ス
ト
リ
ッ
プ
と
呼
ば
れ
る
一
本
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
両

側
に
、
メ
ガ
ホ
テ
ル
が
ざ
っ
と
二
十
五
軒
ぐ
ら
い
立
ち
並
ん

で
い
ま
す
が
、
最
も
大
き
な
グ
ル
ー
プ
は
そ
の
う
ち
の
九

軒
、
二
番
目
の
グ
ル
ー
プ
は
五
軒
を
所
有
し
て
い
ま
す
。
こ

の
二
つ
で
軽
く
過
半
数
で
す
。
寡
占
状
態
と
な
る
と
、
顧
客

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
低
下
し
て
し
ま
う
の
が
世
の
常
で

す
。
ま
し
て
や
市
場
原
理
が
ほ
ぼ
す
べ
て
を
支
配
し
て
い
る

こ
の
街
で
は
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
す
。

以
前
の
連
載
で
は
、
勝
つ
可
能
性
が
あ
る
ゲ
ー
ム
と
し
て

ビ
デ
オ
ポ
ー
カ
ー
（
Ｖ
Ｐ
）
と
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
ブ
ラ
ッ
ク

ジ
ャ
ッ
ク
（
Ｂ
Ｊ
）
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
ほ
ん
の
五
年
前

ま
で
は
、
ス
ト
リ
ッ
プ
の
真
ん
中
で
も
、
ほ
ぼ
Ｖ
Ｐ
天
国
と

い
っ
た
状
況
で
し
た
が
、
今
で
は
ペ
イ
ア
ウ
ト
率
九
九
・
五

％
を
超
え
る
フ
ル
ペ
イ
マ
シ
ー
ン
は
、
ほ
と
ん
ど
撤
去
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
る
と
し
て
も
五
ド
ル
マ
シ
ー
ン
が
少

し
と
い
っ
た
程
度
で
す
。

五
ド
ル
マ
シ
ー
ン
と
言
っ
て
も
ピ
ン
と
来
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
か
な
り
の
高
額
マ
シ
ー
ン
で
、
一
時
間

も
た
た
け
ば
平
気
で
三
千
ド
ル
ぐ
ら
い
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
う

も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
当
た
れ
ば
大
き
い
の
で
す
が
、
そ
の

前
に
資
金
が
底
を
つ
い
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
Ｂ
Ｊ
の
方
も
次
々
と
細
か
い
と
こ
ろ
で
ル
ー
ル
が
改
悪

さ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
デ
ィ
ラ
ー
は
十
七
以
上
で
は

そ
れ
以
上
カ
ー
ド
を
引
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
Ａ
と
６

な
ど
の
よ
う
に
７
に
で
も
17
に
で
も
取
れ
る
時
（
ソ
フ
ト
17

と
い
い
ま
す
）
に
カ
ー
ド
を
引
く
（
ヒ
ッ
ト
）
の
か
引
か
な

い
（
ス
タ
ン
ド
）
の
か
は
、
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
決
ま
っ
て
い

ま
す
。
細
か
い
計
算
は
省
き
ま
す
が
、
こ
の
場
合
は
ヒ
ッ
ト

の
方
が
カ
ジ
ノ
側
有
利
に
な
り
ま
す
。
以
前
は
ソ
フ
ト
17
で

は
ス
タ
ン
ド
と
い
う
ル
ー
ル
が
主
体
で
し
た
が
、
今
は
ヒ
ッ

ト
の
テ
ー
ブ
ル
ば
か
り
で
す
。
か
ろ
う
じ
て
ソ
フ
ト
17
ス
タ

ン
ド
な
の
は
一
回
に
百
ド
ル
以
上
も
か
け
る
ハ
イ
リ
ミ
ッ
ト

の
テ
ー
ブ
ル
の
み
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
の
今
の
基
本
的
戦
略
は
、
ス
ト
リ
ッ
プ
の
南
の
端
に

あ
る
Ｂ
Ｊ
の
ル
ー
ル
が
よ
く
て
、
ホ
テ
ル
と
し
て
の
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
も
か
な
り
良
い
場
所
を
根
城
に
Ｂ
Ｊ
を
プ
レ
イ
し
、

乗
合
バ
ス
に
乗
っ
て
北
の
端
近
く
の
ホ
テ
ル
に
行
き
、
ま
だ

使
え
る
Ｖ
Ｐ
を
た
た
く
と
い
う
も
の
で
す
。

「
じ
ゃ
あ
結
果
は
ど
う
な
の
？
」
と
い
う
お
尋
ね
も
あ
り

そ
う
で
す
ね
。
ま
あ
、
先
ご
ろ
閉
幕
し
た
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
日
本
チ
ー
ム
に
例
え
れ
ば
・
・
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
ま

で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
ぐ
ら
い
で
し
ょ

う
か
。
ま
ず
ま
ず
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
い
え
ば
、

今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
さ
な
か
に
も
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
行
き

ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
あ
ま
り
盛
り
上
が
っ
て
い
な
い
よ
う

で
し
た
。
ま
あ
、
カ
ジ
ノ
で
は
他
人
様
の
し
て
い
る
競
技
よ

り
、
自
分
の
勝
ち
負
け
の
方
が
よ
っ
ぽ
ど
大
切
と
い
っ
た
考

え
の
人
が
私
も
含
め
て
多
数
派
な
の
で
し
ょ
う
。

私
は
ま
だ
当
分
は
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
行
き
続
け
そ
う
で

す
。
少
し
で
も
興
味
を
お
持
ち
い
た
だ
け
る
同
志
が
増
え
ま

す
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
駄
文
を
終
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

原
稿
募
集
中

趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

高村　昭輝（金沢市・小児科） 

その １０ 研修のメリットは大都市より石川県で 
12回シリーズ 

高村ドクターの 高村ドクターの 

オーストラリアからこんにちは オーストラリアからこんにちは オーストラリアからこんにちは 

皆
様
、
残
暑
、
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
？

こ
ち
ら
は
や
っ
と
こ
こ
数

日
、
長
く
寒
か
っ
た
冬
か
ら
、

春
ら
し
い
気
候
が
戻
っ
て
き
ま

し
た
。

今
年
の
冬
は
例
年
よ
り
も
寒

く
、
雨
が
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。
そ
れ
で
も
、
ま
だ
ま
だ
水

不
足
の
状
態
は
続
い
て
お
り
、

こ
の
夏
も
厳
し
い
水
制
限
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
夏
（
こ
の

冬
？
）
の
話
題
と
い
え
ば
、
や

は
り
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

そ
れ
も
と
う
と
う
終
わ
り
ま
し

た
ね
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は

通
常
、
日
本
人
の
活
躍
は
テ
レ

ビ
で
見
ら
れ
な
い
の
で
私
に
と

っ
て
は
い
ま
ひ
と
つ
、
盛
り
上

が
り
に
欠
け
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
次

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ぜ
ひ
、
日

本
の
テ
レ
ビ
の
前
で
応
援
し
た

い
で
す
ね
。

北
京
と
い
え
ば
、
中
国
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
と
っ
て
、
と

て
も
重
要
な
国
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
昨
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
政
権
が
数
年
ぶ
り
に
交
代

し
、
現
在
の
首
相
は
も
と
も
と

中
国
語
が
堪
能
で
外
交
官
で
あ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
中
国
び
い

き
で
有
名
な
方
で
す
。
資
源
貿

易
の
観
点
か
ら
も
そ
の
地
理
的

問
題
か
ら
も
、
近
年
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
は
す
べ
て
の
分
野
で

ア
ジ
ア
寄
り
に
方
針
を
変
更
し

て
き
て
お
り
、
中
で
も
中
国
と

の
関
係
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

そ
の
分
、
外
交
問
題
と
し
て
こ

の
国
に
お
け
る
日
本
の
位
置
づ

け
は
残
念
な
が
ら
下
が
っ
て
お

り
、
捕
鯨
問
題
と
あ
い
ま
っ

て
、
在
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
日
本

人
に
と
っ
て
は
、
少
し
寂
し
い

と
こ
ろ
で
す
。
た
だ
、
好
景
気

に
沸
い
て
ど
ん
ど
ん
物
価
上
昇

を
続
け
て
き
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
も
、
原
油
高
の
影
響
か
、
こ

こ
数
カ
月
は
少
し
暗
雲
が
漂
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら

将
来
、
ど
こ
の
国
で
ど
の
よ
う

に
過
ご
す
の
が
一
番
幸
せ
な
の

で
し
ょ
う
か
・
・
・
難
し
い
と

こ
ろ
で
す
ね
。

さ
て
、
私
の
医
学
教
育
学
習

の
旅
も
最
終
盤
に
差
し
掛
か
っ

て
き
ま
し
た
。
最
終
学
期
と
な

る
今
の
履
修
科
目
は
①
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
デ
ザ
イ
ン
②L

eading 

P
rofession

al L
earn

in
g

③

L
ead

in
g
 M

an
ag

em
en

t in
 

R
ural C

ontext

の
三
つ
で
す
。

①
は
、
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク

に
お
い
て
学
習
者
（
医
学
生
や

研
修
医
）
の
た
め
に
ど
う
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
考
え
て
い
く

か
・
・
・
と
い
う
話
題
が
メ
イ

ン
で
す
。
こ
れ
ま
で
結
果
達
成

型
学
習
で
あ
っ
た
り
、
目
的
志

向
型
学
習
で
あ
っ
た
り
と
、
い

ろ
い
ろ
な
や
り
方
が
出
て
き
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
自
ら
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
設

定
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
学
問
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し

ょ
う
か
。

②
は
、
教
育
学
部
の
認
知
心

理
学
の
コ
ー
ス
か
ら
履
修
し
て

い
ま
す
。
な
の
で
、
医
学
に
関

係
の
な
い
話
題
が
圧
倒
的
に
多

い
の
で
す
が
、
成
人
が
ど
の
よ

う
に
効
果
的
に
学
習
し
て
い
く

の
か
と
い
う
こ
と
を
認
知
心
理

学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
考
察
し
、

効
果
的
な
学
習
方
法
を
学
ん
で

い
る
と
い
う
感
じ
で
す
。

③
は
、
い
わ
ゆ
る
田
舎
で
ど

の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
て

学
習
者
を
援
助
す
べ
き
か
・
・
・

と
い
う
話
で
す
。
問
題
は
ア
ク

セ
ス
（
時
間
的
、
距
離
的
）
の

問
題
と
平
等
性
（
給
与
で
あ
っ

た
り
、
学
習
機
会
で
あ
っ
た

り
・
・
・
）
の
問
題
の
二
つ
に

集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
僕
の
場

合
は
逆
に
、
田
舎
の
方
に
何
か

メ
リ
ッ
ト
が
な
い
か
・
・
・
と

い
う
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
観
点

で
、
こ
の
科
目
の
履
修
を
し
て

い
る
感
じ
で
す
。
つ
ま
り
、
大

病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
悪
い
と

こ
ろ
で
診
療
所
に
来
る
患
者
さ

ん
を
前
に
し
た
初
期
研
修
が
、

実
は
大
病
院
で
専
門
分
化
し
過

ぎ
て
い
る
と
こ
ろ
で
初
期
研
修

を
す
る
よ
り
も
、
得
る
も
の
が

大
き
い
の
で
は
な
い
か
・
・
・

そ
う
い
う
視
点
で
考
え
て
み
て

い
ま
す
。

こ
こ
最
近
は
日
本
で
も
新
臨

床
研
修
制
度
の
マ
イ
ナ
ス
面
ば

か
り
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
こ
こ
で
も
う
ひ
と
踏

ん
張
り
！
大
・
大
・
大
都
市
で

の
研
修
で
は
な
く
、
石
川
県
の

よ
う
な
と
こ
ろ
で
の
研
修
の
メ

リ
ッ
ト
を
前
面
に
押
し
出
せ
る

よ
う
な
対
策
を
考
え
て
、
帰
国

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

囲 碁

（解答は3面にあります） （解答は3面にあります） 
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〈ヒント〉 白をダメヅマリにして眼形を 
　　　　奪います。 
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